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港 頭言〆

敗戦が國土の“％を失はしめ、特に食溌供給源の36％に及んだ事は，残された食温費源の塗盤を根底から琵醒させ

た｡農業生産力の最高度發揚､これほど冷巌な識に國民を馳り立てたことはない一そして我意林業技術者にとって最

も身近かな土地問題が大きく浮び上った。

昭和20年第89議會、同21年第90議會で第一次第二次農地改革か矢つぎ早やにきめられ、至國200萬町歩の農地

解放を目標として大きく旋回した。昭和22年第一回國曾では更に自作農創設特別措置法､蝉Ⅲ瀕蕊法力域正され、牧野

解放20萬町歩､採草地,放牧地、自家用薪炭林の使用鯉設定がとりあげられ､一方食澗源の大幅な搬張に要寸る末懇地

開拓が､政府謹制買收として、急速に推進し、155萬町歩の大獅が押し進んだ。本年の第5國會では食瀕確保臨時措置法

一部改正力轄蜜審議され､蔭樹の伐採が決定されようとしている。このような一連の政策はすべて「農業生産力の發展｣。

｢農村の民主化」にあって、同涛にr耕作者の地位の安定｣,鰐働成果の公正享受」という線で憩力にすすめられている。

牧野法の改正迩旨では、失われた牧野を林野に求める意圃が掴みとれるし、上述の農地改革も林野にその費源を演範に求

めて止まない－土地の高度利用がこれほど大きく叫燭Lている時代はかってないだろう。

ハーバート・Gdスケンク氏は「日本ml:蜜の非民主的構遥の支柱ほ海陸の天然資源を比較的少蝋の人間が世襲的に占有

していることにある｡従ってこれらの賓源に對する權利關係を徹底的に改革する必要があった」－（蓑源委員會資料第

14餓日本の天然資源問題’1949）と述べられているが．土地部門の生産に従事する我2r林業技術者にも、多大の示唆を投

げるのである。

ふりかへって林野を眺めると、それは大古その叢輩の斐臘ではなかろうか。

林業の本質的特殊性長い生壷期間の像位性と、ぞのもつ公安性、公猛性という面で國土，國民に大きなつながりを

持つ土地謹業ではあるが.最早その宿命的な諦観を脱皮しなければならない｡治水治山の鴎が､今日ほど眞底から謎しり

でる叫びも亦、かつてなかったからである。

従来我灸林業按備者は，幽潅な山岳に、人里離れた大自然の中にその大半を生活ずるため、所謂第二義的習性によって

狭い覗野に閉じこめられ勝ちであるが、その相手灼轆壊され、食いつぶされ、乏しく細りつつある資源を見つあている丈

欧では聯旨の誹しりを営受するにすぎない｡農地改革､水産改革と原力罐業部門の嵐の中に、とり残された林野は､たく

ましい稜甑性と時代感覺に即賑する迩容度を待望してい務｡新しい林野政策と、その後進性を取り戻す勇氣を林業技術者

は、直ちに持たな砿れぼならないと思うのであ石。1949－7－11（中川稿）

、
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（3）

はしがき

林業按術の歴史的意蕊

林業蓑術の目的とその分析

“）林業技術者の行動性

<5〕林業技術の民主化

（6）林業敦育の在り方

（7）むすび
－

巻（1）‘はしがき
‘

敗戦の日本を､再び世界に興隆させて行く道が､剰掴

′家の建設の外にはないということは、既に捲識壱ある。わ

れわれが、その林業技術を邇じて、國家祇會に奉仕したい

と念願手る所以も､今後の日郷､凡ゆる部面に於f､科
學の知識と技術の活用なくしては、殆んどその再建を期し

得ぬと砿信ずるからに外ならない。′

斜鑛の不振が問題にされると、必ず斌會悪或は政誰悪の
●

批判はさて描いても､そういう一切のもの上根源は､全て林

業凌術の不振に蔵せられる。おれオフれの責任はまことに重

い。叉、われわれが、林業技術を語る場合に於て．常に現

寅の状態に織らない感じを持つ。現状に悲憤籏瀧して、そ

の霊くるところを知らなﾙ現皐は､必然的に､林業技術の
進歩を期して止まない。ところが、林業は現蜜に誉童れて

いる生産で遡り、最遼に至って､治水や木材飢鯉の問題を
契磯として、林業技術の振興ば、今や重要な命題となった

のである。然もそれが、単なる『改良』という程度のもの

ではなく、科學技術の一環としての意義を持ち子叉､政治・

經濟・文化に直結するものであるという黙に於て重大性が

ある。譲者は、と上に若干の論融を披瀝し、それを論擦と

して、特に林業技術教育今後の在り方について論及してみ

’たいと思う。岸

（2）林業技術の歴史的意義
一

通代の林業技術は、林學の進歩に伴って進展したもので

あゎて、林學の基盤なくしては、林業技術は存在し得ない

と言うことが出來よう。然も、林業に關する理論と蜜唆と

は不可分であり、林業技術と林學とほ,、常に共に存在しな

－（ 1

、

I

けれぼならない。

然しながら、林業史を綴くまでもなく、護ぃ過去に於け

る林業技術ほ、經醗に基いての操作であるものが多い。特

にわが國に於ては､遥林技術にその見港べきものが少<な

いが、か上る經騨に立脚した技術も，そｵ'が累積して、蓋

､林騨の芽生えとなった過のが頗る多いのであるもこのこと

は､纒議なるものが､甑に意識ざれなも､科學であることを

意味まると同時に､技術の振興が､むしろ科蕊に先行じつ
鴎

上ある性絡をも物語るものである。

称業稜術は、獄學によって究明された普遍的な、然も必

然的な理法を應用して、林業を逼じての人類生活の向上と

進歩とを園るのを使命とする。即ち林業鋤臓れ自瞳が、

一個の立派な目的題であって、手段や方便ではない。叉、

林業撞術と林學との世界は、理論とi渡践との統一'の泄界で
ある。科學的認識の可能性及び限界Iこ關ケ甚間懸織ゞ 斌曾

的質竣によって定まる認識過程そのものによってのみ解決

される｡､われわれは、と上に､絶壁的鏡理と禰櫻酌鼠躯と

の間に相互に彦透性のあることを見出す。相獄酪認識験、

荻術的過程を通じち自ら絶瞥的認識への一段階であ患こ
･とを没識するのであり、此腿から叉,科學的認識の客観性
も生じて來るのである。鳥，＃Lわれは‘嚇學の思惟を,按術

酌賞凝の上で礪澄しなければならないし､眞理らしいもの
を、固定したものを考えずに、一つの過程、殊に創篭的遇

程として。理解しなけｵ叫蚤ならない。そこに林叢史の薩霞

して行く意義がある。－

「林學は五十年進み、株業は五十年後れている｡｣と言わ

れることが屡涌ある。称蕊の称業技伽的基礎と．林業技態

の獄蕊酌基礎との承質的結合を要請する鐸であることを、
思わ漁ぱならない。

（3）林業赦術の目的とその分祈

林業技術は.撚學の或る具鐵睡目的に闘っての懸用で
あると言し,得る。赫業技術ほ、林學を基藻として、人類の

政治・經濟・文化の目的に向つ~C，その使命を有するので

ある。即ち、林學としてば、顔家蔵野、の一定の目的はな

いが､林業茂術1割3:自的が恥る｡從勺て.或ば善用もされ

)一
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或は悪用もされる。林業技術は､唯物的であってはならな<何火も否定しないであろう。そしで、それが、政治・法
い｡その性搭ら中に､嚴然たる入絡性.道穂性･國家性1制その他の斌會機購の要素に､革新的傾向を與えつﾑある
經濟性｡文化性等が賦與されるべきであるbことも亦､厳い難い事賞である｡最近問題となった林野所
林業技術の目的には、柔の三種の性絡があると考えられ有・山林開拓等、その好個な事例である。
る。即ち、國家性〔或は政治性)も經濟性(或は生産幽及今日までおれわれの遼?て來産經験によれば､林業技術
び文化性である。目的が、國家性を有する場合は､經濟性者は､､その學問の性質よりして、叉､激育の過程よりして
及び文ｲ雌を殆んど無頑する場合が多い。叉、經濟性を有事象を歸細的に考察した瀧る傾向がある。従って、林業技j
する場合は､國家性.剰碓の如きは､第二義的となる場・術者は．自分の惠門とする部門に立徳って．その部門が．’
合が多い。又それが､文化性を有する場合に於ては､經濟全臘の磯溝?中に､如何なる關係に於て喜在するかという
性を無頑することがある。′ことを、自蝿しない嫌いがある。ところが、われわれが、
鍵舜の礒代にあつだは､中國の國家も文化も､黄河を中法律學や經濟舅を學んだ人盈に接してみると、彼等の考え
心として超つだb鋤を治むる人は､この時代の王者たり方ぼ､繕に演鐸的である｡彼聯事象を見る場合は､全て
得たのであって黄河戯治水を完からしめることによって，常に上から､大患の購遥を考える｡そして､全農の相を掴
との洗域の民心塗把握した｡即ち､この湯合ほ､政治目的駒で､その構造‘劇中に､個凝の現象を恢め込もうとする傾
であり、國家目的であった。これに對して、スペインI景於向がある。官憲等に於て､事務富と按官との間に､意見の
ける林野の荒溌は經濟目酌のためであり、テソマークの相違が起ることがあるという‘のも、本質的原因は、こ上に

あると思う。林業技術と山林行政とは､完蕊なる歯車の闇森林の如きは、いわば文化目的のために植林された。

現代に瞬ける林業技術の目的は、殆んど例外なく、經濟み合ひによって、結合造しめなければなら職､。その歯車
性と生産性とを帯びて來た。袋術は遂に多撞生産の經濟性@役を果す者は、林業技術者の中からdも延薙出して行くこ
へと移行した。このことは､叉同時に､､第二譲抽ながらも、とが期待される。
政治性･文催性をも丙包することを意味する。林業技施の こ上に一言したいことは、過去に於ては､林業技術者が、

単なる改善だけでは、それ自燈の振興さえも期せられない‐生産的には巨大なる役割を演じ､現代生産機熊の演賛的建
段階に達しているのである。設者電あり相鴬者でありながら、その指導者屑が、賊曾的

には全く無力、若しくは、自ら餘りに謙虚であって、外に
（4）林業技術者の行動性 向って何等の發言もなさず､､柔順なること羊の如き態度を

f

僅鯛静鯉鯛蝋噸麓塵諜熟撚職篭鯛雪懲
るが，深くなるに従って、自ら狭く､なるのである。礎<蕊下額的地位にあったものが，一つの反抗蓮動を起さんとす

い知識ば､われわれの陛格と相勘ない｡但し､おれわれるものであると誤解き城いことで蕊｡故に､われわれ
の持つ技術は、國家就會の禰利増進を雷面の目的とする限林業技術者が、自己の献會的地位を、相對的に高めようと
り、斌曾と密接不離の關迩を保ち、一般就曾状勢に即懸し考えた時には､結局､資本主義的利潤の割前により多くあ
て､最も有数適切なる施設の研究と宙策の立案とに専念す‘り付こうとする一運動に過ぎぬものとなり、わか図将来の
ることも亦、その存立條件でなければならない｡‐、發展への寄與厳ど論ずぺ<もない墨とを、自ら戒しむぺき
この意味に於て、称業技術をして、最犬限の敷果を筆げであろうと思う。

しめるたあには､雄に深く研鐵造んとするわれわれ林業技 （5）林業技術の民主化
撫者を､鱗に度<速繋することが、第一に必要とされる。

これが､いわゆる綜合電あり、この綜合力なくして､灘案林業技術者が､その考察態度に於て蔵総的であるからに
技術的施策の萬全と適正とは､,噺じkて期し得ないものと思は、むしろ覇'民間林業の中から盛り上った按術が､林學の
う。裏付けによって、もつと普遍化されてよかった筈である。

次に､林業技術者相互間に密接なる連繋を保つに止まら然るに、わが國の林梁教育は、林學に於て、主としてドイ
ザ､更に進んでは､人類献愈の進歩向上に關して共通の目ツを學び､義成された林業技徳者は､主として官瞭としそ
的を有すると同時に､その企霊運螢に堂って密接不離の蓮巣立って行った｡赫業技術者は､學士であり,或は徳土で
§鵬にある政治･法制壁經濟の方面とも亦､密接に提携協あり、外園文献に頓るものが､高く許侭された｡林學が分
力しなければならな､､｡患おれわれの狩つ林業技術が、入凋一化3-るにつれて、割撤的になり、それぞれの分野に於て、

の經濟生活を時々 刻凌に鍵革せしめつ上あることを、恐ら孤商を誇るの傾向が現うれた。

一く2〕"－
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われわれは､今痔、民間林業技術を省承る必要力鐺る。わが園では、いわゆる政治指導者の間に於寵、林學の重

勿玲､これらの技術には､幾つかの鉄黙が蕊げられよう。要性は認識されていながら､虞の意味の林業激育につい莚
例えば、或る特定の土地以外には、必ずしも敷果的であるは認識に乏しく、林學の振興を以て、林業教育、延いては

とは限らない場合がある°換言すれば､地域性があるとい林業技術の問題も解決するものと考えられ､亡いるように思
5ことである｡､栗､一言にして言えば､民間林業技術は、 われるのである。林學の振興力頚要であることは論ずるぽ

科學性が鉄けているということである。然しながら、こうでもないが、問題はむしろ、林業教育の振興に重鮎がなげ
したことは、その技術の中に，科學的なものが含まれていれぽならない。

ないということでぼなくして、科學的な解決が與えられ額從來の林業振興は、結局、林學が林醸者だけに濁占きれ
いないという意味である。民間にも、埋もれた林業技術者委任されたに過諏かつたではな､､か｡そして､大學･寡
の芽生えは､型多くある．その萠芽的なものを探り上げて＄門學校の増設や増募が屡堂行なわれたが､設鯖る機城も
科學的に職し､その理論的根撒を明らかにし､取捨を識献､又､俊験すべき賓料$ない場合の林學振興なるもの
別し、良き創意工夫を合理的に發展させることが･･われあがあり得るだろうか。箪に、激育を世に出るための方便な
れの重要な務めである。りとする徒翠の利用施設に過ぎぬのしではないか｡かくて

從來､民間技術が､一般に普及する場合に於て、試験場は、林業技術着としての素質は盆盈低下し、軍に、利害蕊
その他の研究磯關にある詠業技術者が、虚心坦懐に之れを逹のみを考える者多くなり、延いては、日本再建の如き望

探り上げず､や上もすると､技術者自身の渦善的な意岡にむぺくもない危険の存すること､既に述ぺた鋤添ある。
よって1反扱うようなことさえあづたのである｡林學が高度一林業に對余る興味と關心とが作興され､理解と認識とが
に發逹しながら$林業經誉經濟學部面の進化は遅《、且つ＄弧化されゅ林業承重の思想が酒義され‘亡、一般國民の林業
民間林梁技術との接飼が殆んど見られない現資が、よくこ知識･林業的激蝉揃上されるこどを目途として､青少年，
知を物語っていると思われる。 教育･男女成人教育が刷新硬化されなければならない｡従

ロ

來わが園では、この黙に於て、殆ん､ど何等の努力も錐われ
＝（6）林業教育の在り方

て來なかった。林業が、國民生活から遊離し、生活が林業

一磯､林桑教育と言うが‘その本質は、如何なるものでの方策と背馳的でおったのは、専らこの結果である。赫業
あろうか｡今更､鳥の根本問題に遡らねばならないことを、技術着と名乗る者でさえ、眞の林梁援興と林業教育の目的
むしろ悲しむものである。k と力理解きれて》､なかったことを思えば､林業が國民に理

先づ、わが園では、林學の教育と林業の技術教育とを、‐解されないのは、むしろ営然と言わざるを得ない。
混同してぃ患場合が少<なく、いわゆる林學の教育即ち株＊‘掌一幸
業教育と、考えられているようで諺るが、これは大きな誤 國民の全でによつ虻、赫業が正しく理解されること､そ

りであると共に、これを明確にしない限り、正しい林業教れが先決問題である。その篤には、如何なる方法が操ら窃

育の確立も期せられない。勿論､技術教育が科學教育と深ぺきであろうか．それには、先づ，文字通りの意味での高
い關連を痔ら､技術教育が;醤しろ科學教育の鍵盤の上に級な或は高級と思われる林桑の平易化もあり、興味本位を
置かれると言ってもよいほど､雨謝ﾖ不可分の關係にあるも狙う林業溌物の進出である。これは､從來に於ても、稲

ものであることは､既に述べた悪ｳであるが､然し称業激,糞試みられて来た方策であるかも知れない｡然し今後のわ
青という‘場合､科塁教育即ち技術教育ではない｡われわれが図に於ては､更lこそれ以上に進歩した新しい方策力墾望
が､林業への生産活動をする場合､未だその少からざる部されると思う。をれについて、凡そ次の三種のものが考え
分を、単なる經験に依存せざるを得譲従ってわれわれのられる･、

生産活動は、決して、単なお知識のみによって解決される第一に、日総生活を中心として、現溌の事象を、科學技
、

ものきばない。勿論、この經験に依存する分野ほ、称學の術的に考察し、生活を科學技術的に虚理し得るように仕向

發逹によって､相對的に狭められて行くことは議論の除地けようとする試承である。

はなぃが、然も､經験から暁却することも田來ないことは、第二に、農民・努溺者・商人等の如き各種の職業人につ

これ亦明らかな筈である。從って、林業教育なるものは、‐いて、それぞれその理解‘向上・改善のために必要な科學

単なる自然科學的研究の成果のみの教育ではなく、賞際的技術の普及である。

な經験を組織化し得るための教育であり､叉､生産過程の第三には､遣れは､個燕の特琴的知識を要求するという
組繊化､勢剛力の組織化の激育でなければならないのであよりも、通しろ。科學銭術の氷質櫛遥を､その發逵の歴史
る･を遁じて理解させ､生産鏡術oW他の篭斜鎚,献會思鱗と

f

－（3）－
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な少数の特離階級ではなく、全國民大衆でなければならな

い。だが、現段階に於て、文化國家の先驍ともいうべきこ

の文化革命の推進を、彼等に期待することは、いさ入か無

,.理である。だとすれば、當面せる民主國家・献會國家。平

和國家の建設と､､来るべき珂掴家の建設とを結合し､前
者礎設に於て後者の基礎を据えるものは､如何なる斌會
勢力であろうか｡､われわれは、現在に於ては、それを諭證
し得ないけれど.も、わが園現在の献會状勢は，どの歴史的

任務掌､知識階級に課しているのではなからうか｡われわ
れは、この欣會集團が､既にこの偉大恥ろ使命のために、

成熟結集しているとは考えない。然し、その一蓮たる林業

技術者として、われわれは、戦前・戦時・職後の苦悩を邇

じて．この膜命のために､もうかなりの程礎に霞で,準備
され鍛錬されていると思う。
‐,′

何れにもせよ､わが園の世界蛎興隆を約束す愚文化副家
建設の成敗は、われわれ林業技術者にも多くのもめを求め

ているのではないだろうか。こ上に文化國家建設の危めに
〃

種蒔く者どじて、われわれは、鋭い反省と果籔な行動とを

必要とする所以である。（昭二三・一○・二六）

の關遮に掻て把渥させようとの試み下ある。
かような趣旨に出た方策の礎行ほ,とりも直さず､林學

君｡称業浅術者のみの林業技術から、國民全般の林業竣術

，への移行を意味する｡･わが國の林業研究磯關にし了二も、林
、

柔教育磯闘にしても、従来除りにも性絡を鮫き、能力を峡
いていたと瀞しても過言ではない。わが國のこれら機畷の

果して何庭に､.-"林業技術救國〃の烈なたる氣鈍があづた
ろうか｡瓢いない教育機關から燦然たる林業俊術が育成
，され、氣醜のない教育磯關から精鋭なる林業技術義が菱戎

さILようなど上は､夢にも考えられない。林業技術教育陣、

特毒なる着が､特定厳る者健濁して教育するものでないと
共lこ、単なる設臘や人員の増加が全て壁はない。それも勿

論必要ではあるが､何よりも肝要なととは、内容の刷新で
あり、癖こ人心の刷新．ごあると思う。

株業携術教育にこそ、進むべき日本の目標が明確艫把握

せられ､瀞逵術者が､大いなる総合の一核心となること
が”絶勘腱必要だからである。’

（7）むすぴ、
通

近代交化園家の擢営者ほ、古代や近世初頭画それのよ§
一一一一軍＝一一一一一F詞一一一一一一
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アジア及び太平洋地域における
一一－一つー可ロ盲■一一＆-一世一凸＆●壷■一…今草ロー一旬q一回竜一｡ご『一元クー｡－与句一一角P再今一’▼一－一一_

林業並びに木材利用に開する國際會議報告
b■b

、
一

／

／

、

第一會識の召集｜

アジア及びﾌk乗洋地域においては、第一回の國際林業衝一

議が、國際連合食糧農業機構α･AoO･).によって、昭和

24年3月28日から4月8日まで、印度連邦マイソール王

國のマイツール市で開催され､地域呼國際連合の加盟國
は勿論、加盟國でない南朝鮮、ポルトカル、ネパール、日

本などにも召集状が發せられ、日本からは、連合軍網司令

部侭．C.A･P･)の名におい-C､天然資源局林業部長ド

ナルドヅン序佐と私とが、オプザーザアーとして曾鐵に出

席したのである。

第二會譲の進行

會蕊は、マイゾール市長の官邸で開かれず會謹の談事の

内容に入る前に､譲事進行要領として､曾議の進行の方法
その他を最初に定め、その要領によって議事が進行された

のである。曾議の議長には、マイソー元王國のウがジヤラ

グハチヤリアール氏、七十六壷が選ばれ､F・Aoo・の幹

部職員プーパー氏〔経戦直後日本に駐在した人）が、議長

の補助として、職事の圓滑な進行が行はれたのである。曾

議の用語ほ､佛關西語と英語とであったが､佛蘭西人以外

は､何れも英語を使用したので､佛薦西語の溌言だけが英

騨されたのであった｡曾議は職午前中は總會の形式章とり、

午後は委員會力蝿かれたが､午後の委員曾の方は、國際連

合”ﾛ盟國だけであったので、オブザーグアーは田席する

とと陸できなかった｡前日の委員會の結果は、翌日の午前

の總曾で、委員長から報告され、暇會を經て、協議事項毎

に決識されたのである。會識の談決は、加盟國の代表者が
各一票であり、オプザーグア云力職決に加はれなかったこ

とは勿論である。

第三F･AGO･主偲の林業會議

この度の會議の丙容を述ぺるに先立って、r塾。o･主催

の國際林業曾議について､そめ謹緯を説明するごととする。
FoA．O･は、何れ､全世界の國際林業曾議を開催する意

圖を持っているが、先づ第一段階として、大きな地域毎の

會議を行っているのである。ヨー戸ツパ地域の國際林業會
議は、チエコスロ髭_玄キヤに開催され、差営って必要な木

清 水元

がなされたのであるが,結局、ヨーロッパ地域林業林産物

委員會が結成され‘國際連合の三一戸ツパ地域經濟委員會

と結び付いて活動することになっているのである。この林

業林産物委員會には活動グル戸プがあって《pF･A｡O,林業

林産物部門の幹部職員が主査をしていて、砿敢えずその事

務所は、ジェネヴァに冠かれている。次に、ラテンアメリ

カ地域の同糠な會議は、誘うジルに開催され、林柔に開す

る各種の問題が誤せられ、ラ壷ンアメリカ地域林業林産物

委員愈が結成されている。その事務所ほ、リオデジヤネー

戸に置かれ、活動グループがあって、厩際蓮合のラテンア

メリカ地域經濟委員倉と密譲な連携の下に活動しているの

である。従って、この度のアジア及び太平洋地域の淋業竝

茎鰯鰯鰯麓簾蝋畠蝋葦
も、他の地域と同溌アジア太季洋地域林業林産物委員曾が

結成され､その活動グ》L－ブの事溌所が､坂融えずダイ國

α丸くランコツクに置かれるこ国とになっていることは，後に述

べる邇りである。′

第四會議の丙容U

曾識は、林業竝ぴに木材利用に關する蕊般に亙っての事

項を討鱗したので、その丙容は多岐にわたっているから．

各事項についての講､熊説明は、これを省略して、曾議の

最後に決定した議決の緒論及び結論を全灘して次に職せる
～

こととした。

其一総、論

1．國溌鐙餌｡A･O･の決議に對する繕諭において説明さ
れる所の目的は、、

－生活水準の向上一

一一生産及び配給の確賓な能率噌遙－

－地方人口條件の改善一一である。

これらら目的藤､轍に､討論全般にわたって､この會
議のメンバーが、留意しなければならないことである。

2.會謝ま､虞に、人民の生活水準の向上のた必に､林業

の重要性を畷調する｡不足を豊富と置き換えていく何ん
〆

な企てにしても、森林と林業とが、鍵の役目をして.いる

のであを

3．台政府とも、森林蚕源竝ぴに科嬢的に經誉される森林

エステートの謹蔦性を､認識しなければならないことは，
ロ

> 一一″

／

、

若干の申合せの決識材需給調整問題を討議し、その詰果､若干
一

（錘者農獄技官・北見誉林局經蔭部長）

－
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清水；國際林業會識報告
－－－

一

曾議の決諭におしくて、異口同意に採用されたことを眼調確保を園ること。

する。即ち｢地方及び郊外の人口を工合よく保って行く10．土壌保奎～

た必こ､森林を工合よく細誉し、森林の保護竝びに開發雷議は､浸蝕による土壌の荒織§､地域丙の多歎な図盈
のために､健全な政策の施針ができるように､多數の麦ノの､最も警告を要す調題の一つであることを考える。

’･I

持を得なければならない｡。 それは、敷百萬の人民の安寧を脅かし、緊急な國家的で

4．この決諭は、更に、縢林資源の大きな便値に對しで、 あり、叉､震に國際的である努力を、その危険と戦うた、

正営に蛤れを認識することに念願していない政府の、如 めに必要とする程の脅威であり､一般竝ぴに絹導者も、
何なる失敗でも､それがその園の將來の經濟に､悲惨な’まだ充魏こ自攝してし､ないもの-ごある。
影響を及ぼすものであることを宣言しているoll.會議の意見としては､地域的の各政府は､土地利用竝ぴ
5．曾識は、自由に使える時間を利用して、林業竝ぴに林 に土壌街建の計霊及び貿行む雨面を結付けで、林業を包

窪物の分野における､この地域の主要な問題を瞼討した。

これらの問題に開する會識の炭〈發見したことは、後に，含した、同種の利害關係を代表する中央濃關を作らねばならなく、適篭注立法は、必要であるならば・國有と民

展開されている。曾議力蝋奨するところのものは、すべ 有とを問はず、すべての土地に對して．土地利用を統制
ての代表の萬場一致の賛成を得てある。 し､土壌保釜措置を迩守させるものでなければならない。
6.會識歪會同した結果､最も有益な思想と經験との交換 曾議は、一般に對する士壊保全の利益の教育竝びに軒3
ができた。この最初の､地域丙の各國の代表の會同が急

技術幹部職員り資地訓練の二つの目的のために、宣傳地
林業竝ぴに木材利用の一・股問題を討議して、値値ある 域を設けることを唱道する。
先例が定められたことは、全部の一致した意見てあつ。12‐會識は、大河の上流の保全が、多くの國々に關係あ．る
た 。“卜問題である場合、これらの國澄は、よく纒琶って、これ
7．會談の報告及び鋤奨塵零念代表によつで、その關係政’ らの問題の解決のために、一致した寅行措霞をとらねば
府の新しい注意のために、持って行くことを同意した。 ならないことを濁奨する。

すべての加盟國政府（以下、加盟國とある場合には、日13．燃材及び廉騨I目木材の閣内需要

郡鑿織蝋霧麓霧涛態憩多く…ことって･蕊二・大鳶い悶鏥鋳識"二製材､電柱その他の建設用材の廉債な供給を望むところ
び年次愈議の前に、その報告と勧奨とを速かに裏書する の緊急需要である。會識は、不足している國凌において

よう、刀。A･Obの長官が片付けてしまうことを要求するは､速かに生長園-る樹種の村落の燃材蓄漬“）の設定
S.瀧林政策と、小森称所有者が，その土地の4部分でも；燃材､霞
曾議は地域丙の才ぺての國の基礎的要求は，各政府が、 柱､､用材の生育のために副愛することを含めて、ずぺて
その現存する森林政策を批到Lなければならないことで の可能な方法によって、かかる供給の可能性を増加する

あり、正しい基本原則が、その政策の中に識込主れ、そ 速かな措置がとられることに同意した．問題の緊急性ほ

れが現嘩怪蛮行に移さをなければなら”､ことであると 引綴き､政府の注意を喚起じなけれぽなら邸､こきであ
’考える｡ ろ。何となら鵺、それが解決の發見に失敗すれば、賦會心

9．これらの基本原則は、會詞こよって、式のよタに發布 生活及び農業に由々しい再打醸を加えることとなるかも

さ奴た。しれないからである｡．

（イ､河川の正倦な流を維持しず洪水の恐を緩和するた14．林産物の増産
めに、既に森林としてある所のみならず、造林の可能 職材及び藷設資材の不足に加えて､この地蝋遥として、

な所をも、できる限り工合よく分布させるように､充すべ種の他の林産物にも著しく不足している。購質力は
分な土地を､現在の住民竝ぴにその子孫の利益のため著しく猶〈､理論的な生活水準に雨立てきる一人篭りの
に、永綴的に保つこと･ 消費も、確保できないのである。生建は、人口‘の大多戯

〔戸）右に合致するよう、最大の金鏡の還元が得られるの者が入手できる償接で．林産物を準偏できるようにす

ように、森林を經誉す．ること。るのにほ、現在非謄に不充分であ塔。この不適當な生産

'（ハ）他の用途に向けられたがために、悪化し或は不生の理由は､次のようであると、曾議は訴えている。
’謹的になるすぺての土地を､森林として維持すること。（イブ收謹及び利用は、僅かな都合よい樹彌に限定され

（＝）法規的に且つ後術的に、な瀞必要があれば財政的てwること。

援助をして，個人所有地に､総全な森林經誉の獲施の．．《ﾛ）或る園においては､有敷な遥林措置に留意してい

字一〈6）一
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ないこと0本投資と資金を要求することである。，この目的のために

（ﾊ）收穣されつつある樹種の､森林並に採取方法の雨民間或は國家の投資は､愚に飴いて充分に､流通におい
面に詣辻る不完歪利用もて充分に信頼できるように､地理的に充分に配置されて
〈二）最新式な撤出及び製材施設の鉄除並びに不適當ないないばかりでなく、要求される投賛の型式に對して充
交通及び輸邊。分に調整されていないのである。從って、國際連合及び
これらの困難を克服する方法は、曾議の決諭の一つで．この代表機關は、必要とする賛本を誘導する方法､手段

勧奨している。政府ほ、林業施識伐木及び製材の機域を見出すことを要求しなけｵILぱならない。然し陰ながら、

の要求表曹作製して、この要求をF･A｡O･が正しく評攪 費本は、それが如何たる方法によって謎得されIこしても

看きるよう、特に注意を喚起する。／開發問題が概念において健全であり､細部にわたって精
’5．會誤は､天熊資源の保全並びに薪坪ぴ用材の國内需密であり､且つその範幽丙で溌在的でなければ感心でき・
蕊を蕊えることは、淵域内の多敷の國糞における二つの ないのである。

著しい緊急措澄の問題であることを考える。これらの問20;貿易

題の解決は亦、長い言紫で述べられている。大河の上流種の段階において、地域丙の多蝋の國我は、木材その他
の水を保護し、再遊林を必要とする顯著な問題が必要で．の林産物の輸脳でき馬過剰を有し邸且つ不足が著しい園

あり、･土壊浸蝕を克服ずる問題、款規造林問題及び治水糞に、これらの過剰の供給の流を促進し厳ければならぬ
對竣も必要である。かくしてこそ、食糧生産及び農業も．ことを指摘することは､時宜を得たことである。曾識は、
確保され嗣水の供給も安全に守られ、生活條件も改善さF･A。O･が､表面上の要求と供給との間の理論的平衡に

ノー

れているのである。これらのために要求される努力は，到達させる見地から、地域丙の多激の國灸の、輸入要求

‘純粋に，趣方的並びに國際的利益を卓越す湯ことである。と輸出可能性とを再審識することを獄奨する。或る國の
國際的の接近が必要なのである。貿易政策は、これを精査する必要があり、貿易振興は，

’6．地域丙の各國は､亦・森赫賛源の利用の新しい観念を政厭こよって､力狸<、將來の見透をつけて､推進され
受入れ､採用し､完成された産業を邇じて､林産物の周なけれぱならない。 §

約的利用の詔介をする必要がある。經誉の慣習的なやり21．勢働
方は、確かにその地位を保っているが、研究並びに科學會談は、一方においてはﾎ鐸と、林業を完成させ、且つ

的進歩は、林業技術者に新しい水準を要求していろ。林林桑を有利にする勢剛との間に存在すべき密接な關係を
業及び鐙林はそｵ1fぞれ自魁で経るものではなく、人民認識するo森林努鋤者及び製材職工並びにその家族に對
．iこより､叉工業及び貿易によって､支持される産出を基する適切な考慮については,蝋え切れない鐵例がある。
礎として、必要とする林産物の種類と扱量とを生産する即ち、住宅施設、學校整備､薬品の配慮､慰喪施設及び
ことに維る方法なのである｡森林の經誉も亦､林地を改その柚の公衆鎧上は､生産を鋤llし､努働力を一膳安定

善しず國職喪定できるように､新しい森林を鐙り出すにし命立派な林業に關係するものであ難いはれている。
ことを目的としているのである｡ 有利に生産をする林錐經瞥は､永久の雇僻及び固毫した
17．この曾鎖のメムバーが希望し、且つ償に爾らしたいと收入を約束している8組織化さ伽た勢側ほ､彼等に、よ

ころの進歩は、最も注意深い。細心すぎる準備なしにはい賃銀と饗定した家庭及び將來を與える森林政策を支持

到達できないことは明らかである。従って、曾議は、すすることに、失敗させることはない。

尖ての國に要請して、經濟並びに政策的逼迫の現在にお22．地域丙林業林産物委員曾の結戎

いても、森林の保全､披大及び開發の熟慮された計聲を－．會議は、その討議が､地域丙において必要とする大規漠，
・樹立させることである6イの國際的協同組合を作ることjを可能ならしめる所の、篭

18．財政綾的機購の型式について、熟慮を廻らしたp會譲のヌ呉、
國際連合及びその特殊代表機關は､現在世界の度く展開バーは､この目的のためには､次の鰔が;睡這あるこ
された地域の技術的援助の大きな新し､､投磯の全貌を猫とに園意した。
きつつある。その機曾は､林業を、この没機の中におい・23．會議は、
で充分に、そ'の最も淡い意味で把えなければならな､､の．地域駒のすべての國女の、信任された代表者で穂成す
であり、､政府ほ、その骨I斑及び問題を報告さｵしる國際連一るアジア及び太｡P洋地域の林業林産物委員曾の設立を鋤
合F･A。O･を'支持しなければならない。 奨する。その委員曾は、地域の共通な利益に鯛する事褒一

19．その理由は、これらの静腿及び問題が､少なからぬ賛を､對等に取扱い､叉緊急辮勇及び長期爾要事項の雨万
一（7）-－
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面ごわたって、林業並びにﾎ睦跡分野における特別な問

題を機討する必要がある場合には､會同しなければなら

ないし、F･A｡O･の評議委員會を邇じて、各國政府に獅

奨しなけｵもばな”いのである。この委員衝が設立した

場合には、アジ蔽び極東の國際連合經濟委員曾並びに
地域丙にあるすべての國際蓮合の代理機關と密接な協識
をなし、且つ提擁しなければならないド，O

●、

更厚この委員愈の仕事を組織化手るために、F･人。O、

，の長官廠､之の林業林産物部門の幹部職員をもって榊鼠
する所の、地域河の林業林産物部門活動グループを作る

ことを
ノ

勘奨する。

24．曾議が、その一般的勧奨を基礎とじて、この林業林産
ノ

物部門活助グループに劉當てる緊急な仕事は、

（イ）との曾議の、時宜を得た勘奨を、各國政府が操用
余ることを鰻制し、

（官＞地域弓の圃盈の間の､林業及び林産物に開する技
術的、率門的情報の交換を手配し、、

〈ﾊ）導門技術者の曾同が､永材謎ぴに合陳の､規絡及
び寸法､命矯溌及び貿易用語の標準化を繊討するよ；

零聯泡"漆､…ソ腫籍集…総ゞ＊

あるという佛蘭西代表の會議に對して發した申出を、

F･A,Q.喪官に濁らすことを望む。

（二）決論の十八に述ぺてある第一回の林業試數委員會
ダ

を手配し、や、

〆（永）各製政府が要望する所の、地域丙の多數の國糞の

間において、寒門家、技術家及び學生を交換すること
ら

の手筈をすることである。

大衆の協力を得るように行はしめ、これによって、斌會

の頑利のた妙には〃個人の自由も、或る程度束縛される

のも、己むを得ないことを宣言子る･

かくして姉貴重籏森林資源は､何等損傷を受けること

なく、一時代から次の時代ぺ繼領されるのである。よっ

て、各國政府に對し、森林の要請並びに收礎施設の改善

に呼應して國家財政及び經濟喚雛の樹立に闘って、重職
的にこれをなすこと
OO

を職奨する。

2．森林政策

會議は、、

地域全賎及び一段の地方的重要性を考え、

（イ〕農村部落長に對し､家庭用、幾業用として､燃材、

飼科及び木材の供給

（ロ）木材その他の林産物の保綬生産

（ハ）木材その他林達物の最も經濟的な利用

(篝）農業及び給水の噂において､氣候的地理的隙件の
維持發展

を認あ＝

地域丙の各國政府は、適切な森林事業を施行すること
のできる森拡政策を確立しなければならない。各國のと

るべき森林政策の根本原則は、次のようにすべきである

く'）現在の住民及びその子孫のために充分な土地を、
常に森林になっているか､叉は造林の可能性ある土地
ノであるとかの侮れを間はず､それらを永久に保存する
と共に、工合よく分布せしあ殿水流を鯛醸し、洪水の
溌を緩和する方法をとり、叉f都市農村部落民に林窒

揃蕃供給し、需要を充たし､産業の發展に寄與すべき
である。《

（2）右に關連し､最大の林業利益の還元を蛾､るよう、
．森林漣管差行うべきである。

（3）他の目的に使用すれば荒溌に瀕し、叉は生産低下

の恐れある士地は、すべて林地とすべきであるP、
（4）立法により、叉健技術的に必要があれば經濟的援

助をもって，民有獄地に健釜な森林經醤を蜜施できる
よう、なずべきである。なお、各國政府徴局は、現在
の森林政策を綾討し、國家的叉は連ま蝿統一機講を設
け､必要に腰じ諺右の藷原則を包含し､それを笈施し
なければならない。とと
、00

を糊鍵する。

3．土霊保全

曾誤は、

〈'）篭地域にある多竣の國々 は､土鯛隻蝕の園家的脅
威．即ち、その振利厚生が脅かされて、この危機克服

の國家的努力労雲請されているが、この事溌幟、霞だ

・其二決論．‘

'･恋職迩璽璽塞陛
曾議は、

更新性ある森林I診國の農業生活､産業發展､經濟安
定並びに國家保全に軍要鉄くぺからざるもぢであるばか

りではなく、森林及び赫達物は、その多少に係ほらず、

都市及び蕊村の生活に重要であること
◎

を認め、

地域丙の各攻府に、その必要性と可能性とに應じて、

森林費源の保全､開發及び利用の動態的政策の必要性を

硬調し､蕊一､政府蟻局において､森林資源の偉大な便
値の認識巻誤まったならば、一函の經濟に重大な結果を

蹴らすことになる.とどを宣言するQ

叉、各剛政府をして、その國有林經瞥を，都市及び農

村民の適正鹸利用、森材わ保全､_開發の健全なる施策に
一

一（

f
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行を立案す‘ること。

“）.~土壌保全の敷用を炭く知ら・しめ、且つ幹部となる

着の養成をする二つの目的をもって．､模範地域を設定
F6

すること。

（6）普及宣傳によって、メ鎌に王f瞬1用の健全な思想

を注入すること。‘

を鱸する。

一般並びに指導者によって、充守に自覺されていな
グ

いも
■

（2）風水により激増頻發する浸蝕は､次のように明か

である。。

〔ｲ）洪水の頻度､その規模の撒大による浸蝕沈泥
のための、財産及び食糧收穫の被害並びに大小の灌

漬施霊の破麓は､莫大の額に上るものである。

（戸）沈泥による貯水池の生物の減少、河川の航行性

の喪失。

〔ハ）表面土壌の浸蝕によ・る土壌の肥沃性の減退、水

位低下に座る給水減つ

く3〕多敷の國糞においては．土壌保全方法及び熟練し

た研究者の不足。、

（4）鴬地域その他の地域における溌験によれば､組織

的､進歩的に土壌保全を圃かることは､立法によ醜，
ければ達成ぞ誉ないことが判がる。，

(の土壌保全の要諦は､最憩遥営と恩はれる目的に、

地形をあてはぬることである。

を認め、

<､”玉地利用と土壌侭全の統一に關し､森林を含む利
害を共にずる國凌におL;て、中央駿關菩譲けること。
（2）法律のまだ制定されていなv,風においては、必要

に雁ずる法律を施行し､もって､必要な所は､官有鍵有

たるを間は論すべての土地に對し、その舞岬1用を
-里、

管理し､土壌保全を避守させるよう擢限を與えること。

(3)研究所瀞設け､浸蝕､土地の利用､蝿､荒溌物
の復褒等の問題の解決に営たら,しめるとと。．

(4)農林學校の科程に｡土地保全を加え､外地研究族

治山、治水の國際的協力4．

會議は、

或る國腫おいて、洪水、沈泥のために、多数の被害が

幾辮鰯墓憩腰2上灘｡爆葦”
◎

を認め、

關係諸國力輔力して、この流域地帯の土鰹保全に全力

を霊ずfう､画.A･0･に對して､その指導を仰<･べきこ
と
nO

を職奨する。

5．森林ど氣候
〃

會議ほ，

(i)氣候は。森林の生長、生産､病氣に關係深く､、

（2）氣候と森林とは、種凌な形で自ら反嬢し、

（3）森林の微細な氣象は､隣接の弔原とは異っている

こと
⑥

を認め，

森林氣象の問題は、アジア第二地域國際気象學會によ

って織成されている所の、アジヤ農業氣象永久小委員會

によって鹿理されること

を協麺-る。（以-F茨競）
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上々キ大樹の腐朽原因に關する一考察
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伊藤‘|党夫

I

資料筆者の元任地電あった髄時の木曾支局妻龍出張

所(現長野誉林局妻髄管林署）部内は特に大理木の多い賎ノ

母及妻施の雨備林を管轄して居ってこ！ブギ大樹の伐採に遭

遇する機會にもめ〈・藍れた、その結果を概括的に考へても

大樹には相営に腐朽が多いものであ為といふ事を痛感した

氷調査の資料は濫署開經管厘林班50.51.52.57丙で伐

採されたヒノキ大鯉木の内10本について詳細に伐根調査

をなしたものである。叉林班102両にあった特大樹の伐採

の結果については之を樹幹析解して其の生長の經過をも明

~らかにした。

緒言如何なる樹種でも優良大裡木は中産得難く従っ
て其の生産はﾎ鐸上非常に望ましい事である。特にヒノキ

、

の優良大座木は貴重頑されている。斯溌なヒノキ大径木義

成のため特に施桑されている木曾國有林に於ける特殊大材

備林施業はこの鮎に擬て大き態意義を有するものである。

人間でも年をとると段糞に身燈の何虚かにこぐが入って

來るものであるが、ヒノキも胸高直径60cm位から以上に

なると材部腐朽の鉄黙を有するものが相営に多くなる、殊

に90cm以上と､、ふ嚴な特大樹には何かしら多少の鮫鮎を

有する濠になるのは當然と言へよう。

斯穣にヒノキ大樹に現はれた腐朽の尋象を調査して其の

依って來る原因を探究愚することは將來大樹義成_E又は腐朽

防止上極めて必要なことである。

（附表）調査木

以上合計n本の費斜について腐朽の原因を考察する事

とした。各調査木の概要を記載したものは附表である。

又伐根の状態を園示したものは附圃である。

の概要
一

の慨

一一＝一一一ユーゥー一一一．－－凸一一一一・一一一一

要｜腐朽原因あ推定腐

一

朽噺‘|樹．’鴬|樹
艘需認織雲溌鱈，釧

計
当
訓
‐

｜蝿擶､51

－－－

’
琴一一一一

山手側入皮詮込みの始まる位慨に年輪に浴
つで腐朽あ，り、高さ2mに達す’ 外傷

、
----一一｡．－了.－

輕徴な外傷

50

50

ｰ

68
76

〃

’2"|車‘唾《に薦蓄‘"に誹購”尋
78

86
〃

１
１
１

’
中心近く|こ年輪に溜って高さ1mに達する
腐朽力1ある
山手側入皮の始まる丙部に高さ1mに及ぶ
腐朽がある

4 "，開 外傷叉は凍裂24 24850

|''“
|I

l〃：：52
，

胸噺瀧102

243
「ｰ

｡

癖‘‘'|簔識聯購潔繍雛|緋“
6 34

色

凍裂と見倣される半径方向及年輪方向の裂
目多し高さ28m挺及.蕊，伐根,;： 34 308

山手側入皮部に連って腐舛あり、高さ2.5m
に及ぶ、小凍裂も見らる‘
一一一一一一

中心近く年輪に溜って腐朽あり、高さ7m
に及ぶ

－－
－－－~一・

側方の入皮部に遡って腐朽あ．り、高さ9m
に逹す

〃

凍裂が見られる極めて上方迄及ぶ

I‘鰯 34

凍裂叉は外傷
一 一

76
86

〃

霊’
76

82

１
６
１
１
Ｉ
ｒ
・
″
Ｉ
巳
ｆ
Ｉ
１
０
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■
Ｉ

〃

’〃
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附圖伐根調査圖
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考察圭永材の腐朽の態儀
には種々あって腐朽を由來巷

しめる原因も亦色なあるであ

らうが本調査の結果樺腐朽の

原因は凡そ次の三項自に分け

て老へられると思ふ。即ち

〔’)氣象特に寒冷が原因と

なって起ると認められるもの

（2）人爲叉は天然の外力が

原因となって起ると認められ
るもの。

（’)は氣象特に－20o0或

はそれ以下といふ溌な寒冷の

氣候に邇遜すると林木ほ凍裂

の現象を起す。これは樹幹の

一部が繊維方向に裂ける現象

である。凍裂の起る原因に就

ては種麦の認があるが要する

に丙外温度の差に依って立木

の内部に歪を生じ其の結果收

縮が起り裂目力戦來ろのであ

る9毒の裂目は樹幹の孚腿方
向に入る場合と年輪に沼って

生ずる場合とある。そしてそ

こから腐朽の起る場合力沙<

ない｡.又凍裂の影響は相雷の

！高さ迄達ずる溺合が多L､よう

である。
〆

調査木ⅣO.7,11は明らか

に凍裂現象力認められる。未

だ腐朽の状態には至っていな

いがやがてこの凍裂を中心と

して腐朽が進行するも.のと想

懐される。雨木共この凍裂現

象は樹高の大半以上迄達して

いる。調査木亙O.4,9は共i亘

略年輪に沿った腐朽を有し凍

裂が原因とも考へ幾られるが伐

根の他の部51こ凍裂と思はれ

る現象が全然認められないの

で或は輕微な外傷に依るもの

であるかも知れない。

（2）樹幹溌外力に依って傷

害を輿へられると癒臓組識が

霊達し義込みが起り入皮の現
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伊藤：ヒノキ大樹の腐朽原因
←

象が見られる。詮込みが完全だと問題ほないが不完全な場

合にばそこを中心として腐朽の進行する鳩合が極めて多い

ようである。

就中調査木恵O.6,8は外傷が原因となって起った腐朽

の代表的のものである。6餓木では中心部が空洞をなして

ゐる。叉編査木亙O.2,4,5,9は何れも山手側に腐朽部を獄

し山手側からの外傷に依って腐朽が始った事を推察出來

,る･た壁寵査木NNo.1は心腐れで他のものと趣を異にす

鐡織な傷害が非常に大きい影響を及ぼす事は言ふ迄もな

い。そしてこの場合には山手側の根元の部分が所謂“前ハ

〆カリ”（木曾地方の呼細と穂ずる入皮になって凹んで

おってそこから腐朽が起っている事が多い､(調査木No．
6，8）

，叉土地の古老の話を聞くと一地域のヒノキ大樹は、この

“前ハ〆カリ”の状態が極めて類似している。而もこれは

既往に於ける伐採の年代と關係がﾖ職に深いといふ｡この

る｡．又鯛査ホジ｡,10は岬に入皮のある例外的のもので事に關する詳細な調査は出來なかったがこの識な傾向のあ
ある。る事絢推察出來る。

入皮を起す原因として老へられる外力は、c・落岩輔石等が立木に衝突し其の部分の樹皮を剥離す
瓢.伐倒の際伐倒木力罐存木に接鯛し残存木の樹皮を剥る場飼#鱸にありうる。
離しそこに急込み入皮を生じ錘みの不完全な場合には外・ヒノキの大樹は概して傾斜地の車腹に多いのでか上る被

菌に犯され腐朽の原因となる。この様な現象は比較的少い害に遭遇する場合も少くないと言へよう。
がこの原因に依る場合には下部のみでなく樹幹の途中に腐調査木を見るにその大半が外傷が原因となった腐朽の撰
朽を生ずる事になるq に恩はれる。に②腐朽はあまり高位迄は達しないよ．うであ
b.鐸伐に於ける蓮材の際造材が蜜存木の根に衝突叉はる。

接鯛して之に傷害を與へることは極めて多くこの場合傾斜 結言。以上に依ってビノキ大樹に起る腐朽の原因とな
地で緯山手側の根元の部分が剥皮される。澤伐作業の跡地る主要因子ほ外力殊に運材時に於ける人馬的の傷害で湯
を見るどこの種の傷害木が極めて多く運材上最も考慮を要る。伐木蓮湧事業に當って蜜存木に傷害を與へる事の影響
する事項である｡伐倒の際に於ける接鯛にしても運材の際、が如何に大きいかを総する｡従って伐木運材事業の堂行
の衝突にし工も短艇期趣諜の場合には少しぽかりの傷害はに滋ってほこの磯に殊に雷意する必要がある。叉氣候の激
腐朽に至らな↓輯に次回の澤伐に於て伐採利用されるので愛に依る影響を可及的に輕減しうる綴な林型を保たせる橡

一

あまり問題とならないかも知れないが300年400年乃至な森林の取扱が必要であるQ
I3;1j'000年近くなるといふ綴な大樹の場合には若岬討鴬の筆

／

i＝==一一＝=＝~r垂元＝一一訂壼画＝空=~ー達''.‐",=‐=‐｡.‘'ﾛ--.---'-.-.△‘ゞ 軍｡･‐･1．．－'ﾛ:画%官=-=.-署＝＝五＝ニー弘万｡■L壺甦･＝=△■一=…･--‐-.-,.-一･一＝＝て一一面一=--,-..ﾛー ｪー ﾛーr壺圃,ロロコ.=.－画T一口で五一

｜、

造‘林應對する一考･察

’ 渡邊武夫
一戸一一一一~=Jロー芋工一句■一一ニョーーレ÷＝~』酉一一一一

一一一マー ■ニーコーー'●p1r一二

私は山梨縣在勤中富土山麓の山を主魁に見て居て遥林に即ち根本に於ては狹隆な日本の國土に於て土地利用の黙

對して疑問を持たされた獅､多いので愚見を發表して諸氏から繊討し耕地､採草地憩独鰯山林等の合理性を老へる事
の御批判を仰ぎたいと恩ふ･等の問題があるがこれ等の問題は別として造林塵の對象と
近時戦後の混凱から次第}こ立返り遥泳意窓も復與し24年して從來から考へて居る範函の事割厚ついて述ぺて見る事
度春期造林に於ては計彊を突破した新附勤逢國的に行ほれにする。

fu坊によっては苗木確保に非常な努力をなし筒需要の竿分’一、病虫害對策

程度しか入手出來なかった炊況である。み上る造林意盗に 從來の鐙林畢に於て老へられたものは林木生育に鯛係す

對しても叉今後の森林賛源遥成上の識からも一段の鎧林に‘る因子として土蕊気温、降水趣､陽光等主として土地的氣

對して今迄の考より一歩進めた指導を篇す必要がある襟に候岬子であった｡病虫篝に對しては殆んど因子として考
思はれてならぬ。へられ読僅に被害激甚の場合問題にされた程度である。長

谷川博士のモミのハラアカ宝イマイはこの穀で一番有名で

（筆者）淡林技官･林野聡治山課ある事は諸氏の御承知の通りである。或は野鼠の被害に對

一一<r2)－－

ロ

臣

＝

二一
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－－一一

'
－－一面e一

しﾁﾌｽ菌等に俵る繼防隙法が賓行された程度である。要を痛感するものである6叉種子の結資に對し豊凶の謡を
然し被害發生前力､ら造林上の因子として對策を老へられる

思想は萱だ一股にない操である。近時米國八の日本l逼對3‐

る批判の中に公衆術生特に寄生虫叉は風土病の對策又I"

業に於ける庵虫害對策につきあまりにも無關心な事を緯か
れて居る。私は農業國日本に於てほこの鑑については相営

進んで居る厳に考へて居たがまだまだ不充分である事を馬

鈴薯のペト病對策に．い顛現資を見せられて聴いたのであ

る。米國に於ては病虫謹の發生危険を感Eた時は製薬禽壯

へ電話するだけで曾蔽から自動車叉は飛行機で蕊品を持つ
I‐

て來て全遥に殺菌消毒薬を撒布してくれるとの事である。

林業に於てとの謎を見ると今迄遥林上の因子として含ま”

て居なかった程で現資問題に對しあまりにも無關心潅あっ
た事を考へ懐然とせざるを得ない、この事添一應考へられ

て居れば木材の利用着としても叉造林者としても伐採水の

．剥皮枝條の整理等ば昔からの晉演として行はれて居たが近

一時に於ても法律に依らずとも道徳的にもか上る事が資行さ

れて居て然るぺきであiつたと思ふ｡私峨ｸｲ虫の寮に對
する防除策として松丸太の剥皮に種巻努力して見たがやは

り理想通りに出來なかった筒富士岳麓のキiクイ虫は劃､の

爲猛烈に伐橿の樹皮下に侵入して居る事を發見したがこの‐

薯噴から見ると岳麓の被害の急激な増加は擾林の伐深談念

に増加し伐摂麗理力逢<行はれなかった事挺主に原因する

と推定される。又カラマツ林腱於ても眼度間伐を行った

馬残存木が楢損したが其の原因はやはり虫害の發生にあり

韻境の急激な鍵化に伸ふ生理的枯死でなかつ淀。叉菌害に
げ

ついて見ると岳麓カラマツ林に全國一の激害を與へて居る
カイメン茸の被害について大正r二年北島博士が發表され

たが､これは日本Iこ於ける最初の貴重な發表であったのに、

從來氣候條件等に依る生理的因子の相違として考へて居た
嫌であるがこの外に病虫害の原因を考へるべき紬あり、昭

和22年度岳麓のカラマツ結賓妖況は開花結資迄順調の鎌で

あったが，虫害を率けた馬種子の收量ほ悪かつた。叉ハリ

モミに於ても毬果が菌害を事け橘損して行くのを見た。こ

れ等は總て種調驍集上の問題であり母樹不足の場合大きな

問題となると思う。母樹指定或Iま種子穣査の鋤行等により
優良の種子を配布し義苗者に優良苗を義生ぜしめる方策を
早急に立てる必要を齢學ろ｡苗圃に於ける病虫害に鋤して
は比較的老へられて居るがこの識に對してもさらに一砦進
めて指蕊張る必要あり．根切虫の害等に對し非常に誤った

識へ琴持って居た例もある｡山行苗の清毒等も場合に依り
老へるべきと恩ふ。カラマツの床替苗が醜にカイメン茸の
被害を受けて居遥事も見受けら駒た°豊作年の種子貯藏法
叉は貯蔵庫設麗等も行政的に考へるべきと思ふし種子の消
毒の問題も考へる必要はあるまいか。
三、林分生長麓

從來造林に於ては膳殊な地方を除貴一般に箪木生長量瀞
主ぎし林分生長量彰考v､1這入れなかった襟に思はれる。こ
の事は主伐期に於ける綴蓄積に於て充分とは忍ばれない。

農業按砺の發逵は段當収逮を倍にしたと聞いて居るが日本
の針葉樹平均生長量3m3を濁乙の平均生長量程度迄副上
る事は夢と,してあきらめるべきでなL､と信ずる｡結局主伐
期に於ける林分の立木本蝋をもつと考に入れ、新値本敷か
ら間伐程凌等を毒へて主伐期の残存本敷を合理的になし、

林分生長量の増加を考へるべきである。現在日本あカラマ
ツ林では主鋤iの本職へha雷り60@本-"味でこれ毛は
少し本敷が少遡ぎる爲林分成長量も少な過る。杉報国野じ
ても同穰の事が表へると思ふ。‐
侭I,林木のｦ段質
從來の遥林學圭は鰯く髪長量にマいて重織がをbajL箪木
‘の形質について遜輩り考へられて居なかった綴である。從
って主伐捌に於て其の形質が悪く償絡の低いものになって

居鶴。製材製品としての優良なものは立木に於て形磁の良
いものでなけれぼならぬ事は鴬然でこの爲にも撫育手入特
に枝打等考へねぼなら顔。但し形噴に對しては造林穫初か

露蜜菫鰯:曜撫鞭鱸霊驫、駕鴬鰹縄調磯f鰄撫歎
く必要な手入等行ふべきである。

があれば當然問題にされて居た事と思ひ、邊林上の因子と ，以上の嫌な老へを今後の識林資禄上叉臓造林學上の要素
して大きく軍上るべき事を痛感した次第である。 として考へ特に蛮行儀關に於ての遥林漏導上考慮して賓施

か上る雛を考慮に入れて樹種の選定を行ひ將來の篭林に・して頂く事ほ今後の森林賛源育成上盆するものと信一龍るも
のである。森林火災保瞼に準じ森林満虫保保瞼等も毒へら

對し失敗を繰返さぬ獄せしめる頚を弧獺したい。
るべき察ではなからうか。從來の杉涛林業から多角的林業

二､篭子及櫛苗 に塗‘りつ上ある現在造林上外國樹種の導入澗葉樹識林等の
最近の里山増伐の結果今後の優良種子採集に對し母樹の問題と共に寂上るべき事項でほないかと老へる次第である
不足を來'ず怖れが大きく叉残存せる母樹“愚度の種子探集．學術上知れきった事も賓用にうつす篇にはそ縦に必要な

の篇損じられる事謹しきものがある。從來の醗鋤旨定は渡機構を持ち努力をなさねばならず前述の篤鈴薯ペト満に勤
行卿で譲り”赫鶏縛嫌"のを母瀧琳とし爺定し蜜懸瀧鰯蕊鮮鱸騨譲噸
質上效ないものが多く質際の種子擬集臓デー･股の里山を中心蕊を念願して居る。新植のみ震行すれば山林の緑化胸溌了

に行はれて唐惠穰である力鑛近カラマツの種子等は輸出向するかの如く一殻の人に考へさせる事臓林業の發逵上も得

懸熟繊懇辮綴縦晨驍麓繍溌鯏静の誌化を識為噸こそ緊急の必
蕊織騨灘:綿撫

私の感
織である｡℃､づ堀にしても優良識苗義生の篤優良種子鑓睦業先進地
要である事営然で、この篇にも優良母徴を残存せしめる必に藤馳ぱ

－〔13）一
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木材乾燥技術の振興に就七一

、武村千春．
4

ノI

.

I
－

戦前までに擬け愚製材と言ふ意味の對穂が､伐採木を所

謂製材したものを指す場合がふった｡従って賓際利用上
には生材を常に使用して來たのである。而るに戦後外國貿

易發展に件ふ木製品の輸出時期の到来に依り、製品の國内

移動に於てすら相営の含水率の差を生じ、種盈のき害を與

へるのに反して外地へ職詮する製品等ほ相営に適切なる風

置を講Eなければ、製品の使用を不可能にさせる場合も老

へられる橡になって來た。

此の意味に於て必然的に､生材を直接製品として暹り出
すことは、許されない状態として鍵りつ上あることは誠に

一

喜ぶべき事柄セある。と同時に林業界に於ける革命であら

う。そして此のき害を溌防さ姓る友法は木材を乾燥させる
以外には無いq材を乾繰させることに依って、製品乃至は

之を利用手る雲境た雁じた所の含水率に寵節して､初めて

此の目的を達成することが出來る。

此の中に在つそ、之に件ふ木材乾燥技術が目醒しい發展
を示さざるを得なくなったことは事賓である。と同時に此

の大きな使命を受持つ識艤の責務は叉犬な1ﾙと言へよう

此の意味膣於て、林業界の革命は木材乾燥技術の革命でも‘

あり得よう。′

木材乾燥技術の振興にあずかる根本的なるものは、あく

まで木材乾燥界を組立てる組識の狸化とその適切なる蓮誉

をおいて他に無いことを確信する。而るに現在此の組織的

なるものと、その運誉する適切なる篠關が存在して居るで

あらうか。

前述せる木材乾燥界は、勿論官界､･民間乃至は之に關係

のある凡ゆる機關を含有意味するものである。現在官界と

民間、民間同志の間には獺営に厚いカーテンの下されて居

る状態朧、誰しも認める所であらう。之が民間の技術者の

最大のなやみであり勘民間技術の發展しない故でもあり、

従って乾燥技術の進展をさへぎる最大因子であらう。

従って民間に於定は割合に薄いカーテン・の存する官界を

たよるであらう。而し資際問題として官界に縫ても、之を

充分に指導する時間的餘裕は無い様であり、又官界に於け

るものと、民間に於ける溌際的なるそれとの間には距離が

ある厳である｡1号方民間農i民間にも前述の如く厚いｶーﾃ

シが下されて居る關係上、相互の技術的向上は殆んどあり

得ない。どうして民間に於て自己の優秀なる乾燥設備を税
密の中に保って居らなければならないだらうか｡どうして

自己の至って幼稚な乾燥設脆を公表して、之について研討
葬加へ服いであらうか｡此虚に木材乾燥技術の振興を喰止

めて居る、最大障害物の存することを認めざるを得ない。

勿論民間が登利を目的とする場合が多い關係上、此の面に
於ても同溌な室氣の存することは認めるとしても、同じ道
を進む者の不可解な問題である。

現在林學會､林業技術協會､加工鋤噸曾等多くの壌關
に於て、林業技術發展に寄與して居るのであるがざ林學は

もつともっと深く堀り下げな､域れぱならない。そのために

は､軍なる林票技術者であってはならない。狭く深くの主

義こそこの害を一掃させる唯一の方法であることを確信す
る。

欝って一月に開催lﾉた木材乾燥誰習會崎はせ参じた多

くの熱[愈技術者の、木材乾燥に對する熱意＆勇気とに注

目しなければならない。之を翼に賓格として考へ且絡らせ

るならば甚だ残念なことである。あの講習會に於て、民間

に於ける技術岩が、如何に乾燥技術向上への欲望に浦たさ

れて居るかの一鱗をうかがうことが出來よう。そして稜等
の堅い團結に依って稚成する適切なる組織と、之に依って

叢扱ほれるもの坐適切なる運誉こそ､木材乾燥技術の進展
に寄興す-る最大因子であらうことを確信する。

上述せる問題から官界及民間乃至は、木材乾燥に關係す

る機關の綜合的組織が必要である。換言すれば､官界に於
～

ける乾燥技術の運誉面乃至は乾燥試験及研究に於ける巌密

な近代科學的基礎に立脚ずろ理論と、民間に於ける試験乃

至は經験的基礎に立脚する．蜜際部門との雨着その他窟充

分に加味出來ろ組織である。

外國との交際が盛んになる胆伴い此の部面にも、例へぱ

文献､技術者等の交換、外國への紹介､外國からの紹介、

等外國の進んだ技術を坂入れる準術と、日本の優秀財:お稜

術の紹介等、對外關係も複雑になって来るであらう。令迄
は之等の事柄は官界で取扱って来たのであるが、之は面白

からざる多くのものを含有手る恐れがある。雌の秋に鴬っ
て-笠Iも早く、日本の木材乾燥のjLてを充舜に代表出來る
機關を必要としないだらうか。

銀

（

、

(肇者）南國特殊識賠株式愈献変員
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木 材乾燥枝術の振興武村
-．－－二一壹呑さ‘

一一一一一

以上の趣旨に立脚すべく､筆者は木材乾燥技術擬興會(假（5ｺ不順な乾燥裟置の調査員の涯遮と指導

諏の設置を提唱する。〈6)前述した如き對外的事務一般
此の任務を充分に果すぺく内部の分野の私見を簡箪に述（7）乾燥室種類別、樹種別厚さ別に依る乾燥スケジユー
ペれぼル大要？作製

（1）一般庶務に關する事項を取扱ふ部(8)經濟的乃至凡ゆる面に於て最も適常と思ほれる乾燥
(2)木材乾燥設計に關する事項を涙扱ふ部’室の設計及普及
(3)木材乾燥操作に關3-る事項を取扱ふ部等である。
（4）木材乾燥用計器に關赤る事項を取扱ぷ部かく組織立てることに依って乾燥技術は縦及横の連絡が
〔5)本材乾燥試験に閥する事項を取扱ふ部全く自由となり技術者の今迄のな寮みを-掃させ.且乾燥
（6）一般禽計に關歩る事項を取扱ふ部技術振興のだめに典へる影響は叉大なるもの溌あるこどを
（7）木材乾燥の理論に關する事項を取扱ふ部信ずるが故に、此の木材乾燥技術振興會〈假穂）を提唱し
〔8)對外國的一般庶務に關する事項を取扱ふ部之が早期資現を期待するものてあるの

（9）ポ材乾燥に關する綜合的な事項蓮娘扱ふ部＝一・<完）－ミー
、

等の専門分野に分ち適犠な技術者を之に醤てるのであるo(附）木材乾燥装置紹介 ●

又仕事の内容につもくての私見として只今簡単に紹介せんとする新生すべき木材乾燥装鐙は自
首一

（1）地方に支部を設け技術者の協力を得て、研究會發表，下工事中で、南國特殊遥硲株式會賦王子工場に設髄する

會討論禽等の行塞な行ふ。，〃スタ戸がシド式"人工乾燥室である｡完成の曉は博統
(2)支部からの紹介乃至は質問に對して應ずる･必郵こ且光蕊ある木材乾燥界の一員}こ列席させて頂き諸先輩の御

〆

應じて適篭な乾燥室を紹介して指導させ．適営の技術指導を仰ぎたい。

者を紹介して援助を乞ひ指導する。筒此の型の糠械的構遁についでの大要は､林業技術Iに

〈3)振興會(假穰)では會員名簿と附麗乾燥室に關すぉ凡於て小倉武夫氏に依って池ぺられて居るから頚に配置圏を

ゆる賓料を集めて整頓させ、質問に對して所局分野に示す丈にする。

於て直ちに雁答させる。

（4）各支部からの叉支部へのニュースの博達
1

や

2CALEご錘ノー

』′興郎

い
■
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i語一子1戦後ソ連邦の林業返林塵工業
~

1

溌 谷，勉

、

JburnlllofForestry.APrill949によ・ると、夙に濁乙

に於げ蔦)ヅ蓮林業通の第一人者として知られたBuOhholz

氏が、最近主題の様な“頁の冊子を出したということで

ある。貴重な文献である力奔今の吾燕に凋乙電刊行された

ものまで入手する蕊は六ケしいので同誌のPookReVieW

によってあらましを紹介したい。

彼は今弐大戦中渦軍占領部降にあり、ソ連の森林赫業に

關する豊富な知識を活かして活躍したのであった。以前か

ら其の方面あ數朋の蓋書もあったのだが、その最新書ほ'9

43年秋の空襲ですつかり烏有に蹄した｡今回の班子ば最も
新しい統計を載録し､地騒や詳しい圖表でよく説明してあ

るという。要鐇藏次の邇りである。

1．戸シヤ森林の戦後の増加、約1,300萬ha､(註やこ

れは6億餘睡といわれるソ速邦垂森林面積からみると大し

た欺字で獄滅睡が｡)躍所脇による丙謬は、
ヌインランド300"1'a

f
ラトビア170〃

エストニア’90〃

リトワニァ90"

ポーランド250"

其他110"
／

これら地域丙の森林の割合はポーランドの50％から、

リ'､ワニアの15％迄厘々 である。バルチ・ツク諸國やボー

建ランドの森林は戦前でさえ遜伐であったから．復興期以後

に雷を期待さ通る虚は少いo

2．新5ケ年計霊は19妬-1950年であるが、林誰では

．森林並に林産工業の再建と鍵憂に重織を置く。この計鍵は
､．

軍なる計謹ではなく指令である。即ち文字通り資行されね

ばならぬ法律の如きものである。これ}ごｺﾐづて賦露。亜露

の各地方毎に､材積並各種原料輔の形で伐採倣量が割営､て
られる。その總計は漉大なものになる。即ち増9百麓Xn3

』■

（同誌に晦蛎9千mSとあ．るも、軍位の誤りと恩おれるので

訂正しておく。以下材積単位につき同断〕を下らぬ用材と、

略同簸の燃材.であり、戸シヤの全林地に豆っていて相営な

蛍である。これは大営つばに云って全蓄強338｡"m3の1

の配置輔換である｡群に戸シヤ本國の本部とシペリヤであ

って、從來市場を持たなかった地方の開發が計鐙されてい

る。例えば極東シペリやには面積280百萬恥,蓄競19聴

miの森林があり．、年盈37百蕊rn3を下らぬ量の伐擬力醗

定される。

道路城充に加うるに、流筏洗溌の馬の河川改良も計彊さ

れている亡從來近擬至難の所であった壁けに犬問題である。
4．技術的達成を目論むものに各蓮の木杜特に獄洲諸

國への総出材料生産の捜大護展という問題があるα従來或

技術土の障害があり、それによって職鍋も阻害されていた

のであったが,東部濁乙の占領によってそれが克服さ斑､木

材英他林産物は．それを待望していた獣餐國に積出されて

蝿｡原料材即ちペﾙプ材や坑水などの熱もある｡これ
は1936年以来急激に比率を増してぎでいたものであった。

凡ゆる場合に戸シヤの矧農的因子が障害をなす＄のであ

る，輸蝋港の多くは1年の5－6ケ月氷に鎖され｡航行は
5月から10月初迄である。

5，最鋒に戸シヤ政職職後森林費源の開發に特別の
注意を梯ってきた慾、世界に類を見ないであろう。フィン

ランドでは高変の賠徽要求と相俟って森獄而獄の10％、紙

生産の15％の画シヤに對する失焔は、ソ連邦をして大勢支

農を可能にしたコスウエ崖Lデンに關しては職等中醗<過伐
しているので競零の危輸は殆ど無いし、ノ､ルウエー.も此黙

大しだ間題にならな､､o(これは画シヤ側の立場から云って

ることであるo)

カナ〆に閲しては「氷國の罵如として片附けられてい
る。そして1932年のオツタワ會談以來英溌市場に於ては

林産物に對し特悪關係を持つ一競争相手に過ぎないとされ
ているっ

さてそこに問題が残ると'ヅうのは、宿ジヤ側の見解に同
調的立場}壱立っている繍莫見えるということである。即ち

世界平和の時代に、戸シヤの林産工業を世界第一とまで發
展せしめ得るや否宅どいふことである。確かに5ケ年計溌

、

はこれを目標にし てツ逵邦自燈の要求を滝しているoそし

卜に､醜来るだけ早く蜜易をた〃 發展せしめようとしている。

林産物を他から職入しようとする氣配ほ微塵も無い。 政錐

は經濟的根擦に基くと同儀に政治的梗擦1蕊いて進められ
るo

に駕蕊難撹謡麓職誉;澱鰯
必麺§ある。

〔原文中ソ謹郵USSR叉はSoViCtUnionという語＆

戸シヤ狂u目s恥という語と両方使われているので、本稿で
もそのま上にしておいた｡）α949.5.1万

〕－

％に徴る。

3.新5ケ年計豐の特徴は原料費源と の關連に於て工業
一一一一,亀

一

(譲者）九州大學敷官

〔･16
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新考案林業用機械紹介
圭
口本定

狸8

年

｡

l・協立式B型編崖磯（炭俵用足踏式）
炭俵用編俵磯は從來も考案されたものが有るには有った
が、確賓に編俵し得る機械は皆無であった。今回日本編俵
磯會武より賓出された標記編俵機は巧妙確資に縄俵し得る
劉期的機械と穂し得る。勿論難を云へぼ色盈云ひ度ぃ所も
あるが先づ賓用には充分であらふ。

炭俵はカヤを使用'し然も俵の端をいちいち折り曲げて編

瀦騨難警鰯繍購：繊躍
で從來の手編の場合の約七倍以上の能率がある。機械の仕
撰は高7.5尺職3尺奥行2.8尺重量45貫側絡約一嵩圃餘
である。製作者の日本編俵機會斌は足踏式米俵編俵機で定
評のある會献でその米俵用製品は既に｢科學朝日｣『若い農
業」に紹介されて居る。工場所在地東京都江東麗南砂町
7の527

2．丸越式木片削切磯、
本機械侭樟脳水蒸氣蒸潅用木片を切削する爲に考案さ蝿

た機械で裡約dsOcmのボイールの一部にプ形の弧を附し承

イールを高遼度に廻聴し木片（チップ）を切削するpチッ
プは長さ一寸位に切削されるものが最も多く営林業試験場
で試験した結果は左表の通りである。本磯械の用途は前記

樟脳チップの外に扱根、梅材、ヒパ材等の乾溜或は水蒸氣
蒸溌、成分抽出等に使用するチソフ・切削用としても効適で
あるし、特にガｽ薪どして好望覗されて居る,
本磯城のチップをガス割とじて使用する際に凡そ次の濠
な利馳がある。（1）乾燥し易く從ってガス霊生し易く機關
始動早くなり叉機關能率が大きくなるo(2)製作に要ずる
勢力費が少い。本溌械蓮純には努務者は二人でよいo(3)
チップの大きさ大小各点混濡して居て發生臆中で順次落下
する爲特に樺でつき落す要がない。（4）原木は特に大硬水
以外は丸太のまL使用し得る。（5）消費動力が少､‘,。モー
ターは9馬力で襲い｡<61簡箪に設備し得られ移動も容易
である｡削切機工場所在地鹿兒畠市下荒田町273丸越
鐡工所“者農林技官・林業試隣場）

丸越式木片削切機性能検定成績
昭和24年4月15日試験寶施

｜
一

’

備
一
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|臆_雲’ 信樂の 山火
二

横田精；－‐郎

イ

界に求めても竿だらう公

聖武天皇が、奈良から木津へ、木津から信樂へと、不便

至極な山間にわけ入られた動機の一つは、木津から二三里

入った信樂の美林良材が誘惑z,種となったからである。鱒

盈として動く帝都、それに寺院の建立住宅の新築，その

改造､その再築､薪炭の用材.これ丈けを考へてゑても、

それが積璃こ亘って來て津のであるから､大和中原の森
林ば既に裳へ果て上居る。童.して、大建築に要する互木良

材といふことになると、これを他に求めるより外はない。

求めて運ぶよりも、求めた現場でこれを利用する､それを

するにば甲賀の地こそ恰好だ、といふことになった｡伊賀

の眞木山は桧木山であった。その他も撒日に豆って非常の

勢で焼けた虚を見れば､杉や楡のやうな針葉樹林であった

らうと恩はれる。澗葉樹林では．主に地表の落葉や下草が

燃えるので、全山の樹木力;焼けるやぅなことはないbこれ

と睨んだ折角の山林が、つぎからつぎと焼けて仕舞ふので

は､天皇の夢‘天皇信樂の夢も､こ上らが醒め時であった。

改めて謂ふ迄もなからうが、この山火はtrろん怪火看あ

った。醤時､遼江の山間への遼都を喜ばぬ人糞の、不平の

放火であった。文化の低い時代の人盈は、思ひきったこと

をする、とんでもないことに相違ない。慥にこれは一種の

直撰行動置ある、飢暴極ま．ることに相違ない。放火狂なら

いざ知らず､昭和の人燕から観れば．全く無茶だが，質は

この種の放火は、飛鳥､難波、滋賀の都でもしばしば行は

れて來たので、この時初めて識みられたといふ新手ではな

かった。磯曾もない、新聞もなL守､言論の自由もない，さ

ういふI勝代にはかうした無言の抗議が起った。話は古いが

脂樂の山火」も斯うみて來ると面白い。この話に嘘はな

い筈である。〈総り）

文化が榮えて森林が茂るoきうあるべきではあるが､事犠

には逆の籔相を呈しては居ないか．といふ人がある。文化

力慎に進んだゐないから．さういふ現象とさういふ疑惑と

が起る。文化の進んでいなかった時代の山火の一例を票げ

てみやう。話は從って古いが､未開の文化人|駐とんでもな
い山火騒ぎを演じてゐる。今日の文化人から観れば,全く
とんでもない、しかし本営の話だ。

滋賀縣申賀郡信樂の地を中心として，山火の頻發したこ

とがある。時朧四月、函bに常る山林に火が起って、駁千

人からの男女が出動伐杢して漸く鎭火したが,その翌年の
四月はさう簡単には濟まなかった。一日には西の山力鍵け

た、三日にほ東の山が燃えた、八日には東方伊賀國眞木山

に山火が起って.‘山城、伊賀､近江三國の民衆が消防には

せ参じたが、三四日が上りで激百町歩を焼き霊した。それ

だけではない、十一日に起った東山の山火は人里近く、そ

の紅蓮の舌を以て信樂の市街にせまり、あはよくぱこれを

嘗め錐さんばかりの形勢となったので，上を下への大疑ぎ

､､となった動近江一圓から集って來た－千人の消火隙も、と

．れにはほとほと手を焼いたが、十三日の夜幸にも雨が降っ
て、漸く鎭火したと云ふ。

話は古いが、嘘ではな↓,。聖武天皇の天平十六年から十
七年にかけての話である。髄時･聖武天皇は、この信樂の

離宮に居られた。奈良〔zF城）から木津（山背相樂郡恭仁

卿に宮を創めてそとに移られたのが天平十二年十二月。

-この木津の宮礒仁宮）にゐて、東北の山道を開い工、近

江國甲賀郡に路を通じ．信樂郷の中央に紫香樂離宮を遥潜
されたのが翌煮十四年八月。こ上に先づ甲賀寺を建て.次
いで大佛鋳造の詔勅を發し、鎖いて鋳造に要する菱材の輸

入産命じ、さて同十六年十一月-l三日には甲賀寺で大佛原

型の骨組の柱を建てる等。此虚をしも佛數興隆の根源地た
らしめようと、天皇はまるで葱かれたやうな熱心さ。その

翌春早だから･は、今の雲井村黄瀬附近に地を卜して宮殿を

醤承，帝都をもこ上に蕊さんと、身を挺しての陣頭指郎だ
った。折柄起ったのが､頻盈たるこの山火であった。

流有の聖武天皇も、これには閉ロされた。臣下や寺院に

相談された結果､一蹴樺に選維の亀'二､約五年振りの天平
十七年八月二十二日．遂にまた奈良に戻られた。山人がな

かったら，奈良に大佛殴も遜或三尺五寸の臓舍那佛もなか

った静こなる。甲賀の山火ほ､奈良に文化を譲ったことに

なる。玄化史の上から観ると、これ程歴史的な山火は、世

1P

日本再建は國土の緑化から
一一一～一一一安宗一一~~~q■一一一一一一一一一一一一~一一一一一一－

東京都中央題日本橋堀留町1－13

（日本橋警察署前）

全國山林種苗増産協力會
主唱者 柳常八
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森 林 手簿

成澤多美也

満洲に居た頃、林野局で發行して居た林友によく同じ標果してどんな芽を出すのだらう。戦争中長白山蕊でハイマ

題で随分勝手放題な事を書きなぐった事がある。終戦以來ツを發見した時我,2<は偉大な收穫だ．と濁りよがりの自己
流石に氣分的な鍵動や､食糊事情や何やかやの大きな渦巻慢心を起して居たが全く問題にならない。

に巻き込ま抵て全くの崖白時代を過した事を残念に思って事の序だが長白山とハイマツほ富士山にハイマツが無い

居る。此の頃漸く二合五勺のお粥ツ腹にも職れて來たもの・のと同様非常に有名な話で學者として始めて登った狼,m鴎

か氣分.も落ちつ詮落ちつくと腹がふくらみ、結局物云はもその後登った中井猛之進氏も森教授も高橋基生氏もコマ

ぬは腹ふくる上わざなればゾコハカとなく雷営綴らうと云戸フ氏も遂に發見出來なかった代物だ｡殊に浦洲のどんな

ふ鐸である｡百姓家の薄暗いランプの下や遥林小屋で昔書渓谷も山の中も克明に歩いた植物學者コマロフ氏は今後ど
いた森林手薄が、矢張り何と云づても小役人をやった吾盈んなに交通が開けても鍵に永久に誰も發見するに至らない

にはなつかしいものである。 だらうなんて彼の這大な滿洲植物誌に太鼓判を押した位

役人時代の巖に族費も多く、自由に山の中を鴎け巡っただ。それが長白山の主峰ではないが西部の東崗，西崗にあ

頃と異って、いやでも腰でも本と親し霞ねばならない此のつた事は正しく我点に.とってば劃期的な事で鬼の首でもと

頃では勢ひナマ新い､森林の模巖を博へる鐸にはいかなつた濠に騒ぎ廻はった事だ。然し世の中ではたか畦ハイマ
いずところが幸にも此の正月F.A､O・の斑arcdLeloupツ位なので一向に關心も錦って呉れなかもった。なにしろ利

氏からUn"ylvaが邊られて來た。炬漣にあたり乍ら見る用侭値と云へぱ藥位にしかならず、あったからと云って戦

ともなく讃否ともなく披げて居ると居乍らにして世界の森零の方向をどう決定するでもないハン『マツでは世間から輕

凋事構が到る。‘．<観られるのも無理もないことだ。然したかがハイマツに

ところで面白さうな世界の森林事篇はどんなもの'であらしても無いとき蚤って居たものがあったのだから長白山の

うか。、臓火降灰の方向等も推測出來後年何かの黄料に‘はなる事だ

×××らうと自ら慰めて居る次第だ。これに較べると此の前世紀

MetaSe<IuO恥の發見とドI函の造林。、の遺勒は確に學界にとってこの--大收欝で中國の學者の眞

中國と云ふ國は年柄年中倦霞ず､擬ゆまず戦争をして居刺さに大いに刺戟されるものがある。

る國だ,餘程戦零が好きでないとあ上まで野別幕無しにはもう一・つ中國の話。

やれない。國民もよく我慢ができるものだと我凌からみる滿洲に居た営時折角篭林したF戸ノキが薪にするたあ盗

と不思議な位だ。日本などは15年も綴くと此の有儀だ。、伐されるので弱ると云ふことを聞いた。殊に熱河省ではそ

ところでこんなに戦争をやつ砦貝ゐるから勉眼や謡査物等て、の被害が多く丁度赤峰に行ったときその調盈こ來Fて居た造

んで出來ないかと云ふときうでも無､､らしい｡そんな”：林會mtの人達が盛にｺボして居たことを記憶して居る。
島國に住んだ我君と一寸スケールの遠ふ所らしい。此の事は鼠に満洲方面ぱ毎りでなく南京地方でも見られ

1945年までは班(tasfquoiaは化石植物つまり前世紀にるらしい。國立森林調査局が南京附近の禿山に142911aに

繁茂した植物としてしか知られて居なかったが、同年の2亘って5200,000本の支那産日本壷の松類を植えたところ
馬

月日本は降参するかしないがで御前曾議がそろそろ始90％も活着して大いに営局も氣をよくして居るが、塒別な

まった頃だ中國の探除家は中部支那の人里離れた溪谷保護が必要だとある。曰く住民は極度に燃料飲乏に焔って

で此の生きた樹林を發見したと云ふからまさしく北京人を居り､遥林木が燃料に使へる巌になると早速伐ってしまう。
發見したより大きな功縦と云ふくきだらう。二策を案じて遥卿の下草だけは今後5年間採取しても
此の森赫から得られた種子は英米に邊られて發芽試論を構朧ない力轆えた木は絶對に伐ってはならぬと云ふおふれ

やつ画居ろさうだ。その結果については知る由もな吟が、 を出し、特別の森林保護蓉察が露けられて此の看覗にあたを出し、特別の森林保護蓉察が設けられて此の看覗にあた

ると云ふ･ゆくゆくは此の面談は13,500haにまで披張す

る議定だざうだ。

一一

(筆者･新潟縣立加茂農林高等學校教官）

〃一

－（19）一一

＝



、

成 澤：森林手漁
一一二一 ｜｜ご’

を作ることに決定着盈その緒について居る。

先づ無樹地帯には10ha鴬り4乃至5haが防風林として

造林される。これが達成されるとソ聯の森林ほ從來の面穣

に更に500gh乳を増加されると云ふ°

之を聞くとき私はブト蒙古よりの通遼縣のあの活溌な防

風林を想ひ出す。毎年砂で埋没され畑作は皆無,燃料は乏

しくなり草を燃やしアルカリ嫁畜の韮の乾燥したもの）

を焚く程困り、毎夏ペストで悩まされて來た通遠縣も、防

風林樹幣が出來てから次第に面目を一新して居た。蒙古語

で邇遼のことをパインターヲと呼んで居る。平地に富んだ

所と云ふ意味である。その刻邇眼を遮ぎるものさへなかっ

た沙漠に樹幣を作るその事すらすでに大きな事業であっ

た。然も毎夏ペストの防疫で日系官吏が身命を猪してやっ

た事業は奉天三十年の著者クリスチイに匹敵するものであ

る。私も絡戦の前年には沙漠造林の基礎的調査をやって、

此の方法なら沙漠もある程麦は立派に緑化できると蓑で自

信が出來たのであったが今は私の前には沙漠がない。草原

でも藻洲の沙漠でもう＝度つつき廻はしてみたい。此の厳

い沙漠を樹幣にしたら世界の富を少くとも2倍にする事が

出來、戦争等も起さずにすむ事だと思ふ。兎に角その昔英

國の組合教會のギルモアが蒙古の剛瞬教地帯にキリスド教

を植えつけ様と半生を捧げた事は偉とするに足りるが此の

努力を以てしてもあの花崗岩の溌な剛崎教は錘にキリスト

教を植えつけさせなかつた。然し沙漠はギルモァの努力の

半分で樹帯を造る事が出來ると思ふ･

ステツペの造林と沙漠の造林､､ラマの莊麗な數堂とキリ
ズド教､趣私は炬燵の中で死兒の齢を蝋へるの愚をしてし

まったではないか。

とに角あ上して這ひつ追はれつ丙憂外患の中國が探瞼隊

が立派な成果をあげたりも造林をやったりして居るのを聞

いてプト自分の画の事をふりかへって承るといさ坐か淋し

くなる。職零中に伐り荒した未蔚手造林地が160萬町歩も

あり、それに對してまだ僻等の對策も資行も施されて居な

い。洪水のある毎に皆騒ぎ廻ろが．それも束の間あとは誰

も他人事の様に忘れてし亀まう。計遥だけは澤山ある濠だが

今以て費行されて居ないのは悲しむ可き現状である。

××X

:ASpenの話。

G.H.Q･の教育顧問Nelson氏が昨年學校にやって來

た･畜産の先生に色為な事を聞いて居たが、その中で日本
q

にはuが多いがあの下草等は家畜を飼ふのにい上ぢやな､、

か､日本では何故利用しないかと不思議さうに聞いて居た。

〔斯う書くと丸で自分も英語でベラベラやったり言った事

が皆判ったりした濠だが誤解してもらっては困る。皆通諄

を通じて判ったのだo)畜産の先生の話では日本の森林榧吻

は有毒檀吻が多くウツカリやれないこと、草質が悪いこと

潅木が多くてとてもそんな事ほ望めない事を謹掩と述ぺた

らやつと納得したらしかった｡濫際吾盈でもなんとかなら

ないものかと思ふ･ところでアメリカではほんとにそん産

ことをやって居るのかと聞いてみたかったが口が思ふ様に

もどらないので残念ながら聞き洩らしたがアメリカでは賞

際やって居るらしい。

Agpen(PopuluStremuloides)と云ふポプラの一種が之

にあてられて居る。

更新は萠芽によるのが最もい上。家畜がよく此の新芽を

食ひ荒すので、頂芽を食ひ荒し得ない程の高さに達する童

壱は放牧は禁止。‘
此の樹種の更新に最も良い方法は蓄積の“詔を伐採し

× ××

森林害虫とDDmの飛行機による撒布

直座25cm以下の木は残す。10年後に同じ場所へ回蹄した－‐最近の愛態氣候で雪の多い越後でも毎日春先の嫌な殴さ

時は残存木を儲ってし章う°此の方法によるとAspen林下だ動衣料と燃料の乏しい我凌貧乏人には全くもって來いの
の放牧地を改良することができ、然屯後綴林にも何等の被多だと思って居たらあちらこちらで櫻や樫に害虫が發生し‘

害を與へないと云う。て相當困って居る檬だ。

因に此の樹種の用途は頗る多く垣根の杭、電柱､包裟箱、．昨年の事A''Rtr･iaの森林地帯にnun“0伽と云ふ蛾の

坑木等に使はれ此の木から作られる木毛ほexcelSiorの名一種(IWmentiamonaca)が發生して相営荒されて居る。

前で有名である。此の腫域に空からDDTを撒いて大いに成功したと云ふか

牧野林を考へる人達には一考してもらいたいところだ。ら面白いニウスだ，、

ソ聯邦の防風林何でも被害は昨年4月に調べたところによると、3,370

先年の乾燥期に小麥の生産が森称の多い地方でば無い地iaIにそり被害が及んだと云ふから相営なものだ。
方に較べて50-70％増増収されたと云ふ。此の現象はステ 石油の中に5％のDD囮を入れた溶液をアメリカ空軍の

ツペでは特に箸Iﾝい箒果藍あらはし､猿蠕で保護されたと飛行機が積んで4月27日から5月15日までの間に撒布され
ころは他の地方の2倍に達したと云,まれて居る。ソ聯営局た。山繊地帯であるためと、峡谷が狭いために作業は頗る

は此の結果に氣をよくし防風報として役立たしめるために困難，飛行高度は森林上30-45mの極めて低空、それに

草原の農業地帯には果樹園,樹幣或は一般的な人工植栽林最も適當な時間ぱ日出直後の3時間。此の嫌な困難にもか
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大さは5.80m×･0.90×1.80mの中J型で1時間130立を

虚理することが出來る。全操作に要する時間は普邇なら50

時間を要するが此の方法では僅に4時間でよく、％馬力の

モーターで蓮韓され、温度の調節も極めて完全に行はれる

至極便利なものである。

日本産の毬果は自然乾燥で容易に種子をハジキ出すので

此の便利な器械に對して識者はピンと來ない力､も知れな

い。然し鴻度の高い所へ生えるシペリヤアガマツの如きは

仲凌砿矛を坂b慨すには容易な事でなかった。滿淵の北部
とよく似たCmadaで斯ふした器械が出來た事は同じ苦勢

をした吾々には首肯出來るものがある。尤も此にヒントを

得て此に劣らない優秀な器械が現業の人達に由って發明さ

れたら斯界のためどれだけ益する‘もの力;あるか判らな､､。

若い森林主事諸君に是非やってもらひたいものである。

×××

森林火災とTreenw血及びKeep2Green運動

戦時中随分伐った。此の分だと例へ2％の生長率を見込

んでも20年か25年すると日九の森林は跡形もなくなる

だらうと日本の識者は憂へて居る。然し伐るのは或る程度

我慢出來るが､堪へ得ざるものは火災;だ。火災臓總でを失

ふ。絡践以來精訓的な打撃もあらうが盛に火災を繰り返へ

し最近では法隆寺の壁霊まで焼いてしまった。此の分でゆ
･ひ

くと濫伐される前に森瀧火災で一朝にしてあらゆるものを
失ってしまうことになりはしまいかと漏り心を胤めて居る

次第だ。

アメリカにはもうこんな森林火災等は無いものと思って

居たら矢張り相常ある嫌だ。例へぼ19獅年10月蕊ew
／ノ

Englandにあった大火災の如きは相営なものでMaine州

だけで81,000町歩の森林が被害にあった。

15人の死者862軒の住宅276戸の小屋力鏡け5,000人の

人が焼け出されでじまった。但し此は此の被害の極く一部

に過ぎない。氣候の關係も手傳つたし、消防機關の不備も

あり、それに電信電話が被害を受け蝿にラヂオで通報出來

た程の大がかりのものであった。さて此の火災にわいて面

白い謹見は例の人工雨の偉力である｡相営大仕掛けに行は
れ顯著な敷・照をあげた蟻である。ただ営時消防に當つた人

達の意見によると發生の初期に充分な人工雨が用ゐられて

居たらその被害はずっと輕減出來た事だらうと云はれて居

る。 ／，

上はらず60,800リットルの薬液を撒布してゐる。1ha"

りにすると18.4リットル、DD皿のみに換算すると0.92kg

に過ぎない。然も此の結果極めて樂観的な溌測が行はれて

居る。これによると死滅率は95-99％でしかも魚類とか

他の野獣には無害である。た壁此の蛾を食べて生きて居た

天敵P虹asetigenasegregafa堵，運命を共にするに至った

ことは何とも氣の毒な次第であるが之も止むを得ない話で

ある。

筒此のDDTの殺虫敷果は睦日間もあり幼虫誕憎前8

－10日前から撒いてもよﾙ､といふことである。

これと同じ報告がス三一デンのBo.13kl'mtl氏が報じて

居る。と上では甲虫の一種B1劉闇tophaguSpiniPerいや恥S

tyiogram'uSに對して相営な研究成果をあげその被害を輕

減することが出來たし叉最近はDDmが生産されて以來之

を用ゐて居るが、彼奴の祁經語統を犯すので非常な敷果の，

あることが判り飛ﾃ機やら~リコプターに積んで森林上部か

ら撒いて居る。その詳細については報じてないが、富奨を

見ると極めて低空をヘリコプターが胴燈の下部から噴出し

て飛んで居るのが載せてある。

因に"].Eklund氏の報告ほスェデンの森林調査研究所，

について報じて居るのであるが､此の研究版は森林部‘統

計部遣傳學部､動物部に分がれて夫舞活溌な研究が行はれ

て居る。動物部では森林内部の野獣についても研究されて

居るが特に昆虫については相當熱心にやって居るさうだ。
．O

研究と同時に遡力な饗庁力を持った器關であることは面

白い行き方だと思ふ。此の女の一部を書き添へるとThe

mainobjectoftheREsearChrnStitute'gactiVitieSiSto

afford.gu;(121ucetotheforeSterintlleJ"nagementof

ourgreatn"u"1reSource,fheSWe(liShforestS.と.ある。

以て他山の石となすべし。

×××

毬果から種子を抽出する新しい方法。‐

所は海の彼方へ飛んで(klna伽の話。.OKxtario州の

DeParlmentalS"tionofAngus｡色は赤ﾀ畷ラ.z､プの熱で

毬果の中の種子をとり出さうと試みられて居る。此の精巧

な機械は穴の明けられた述縦したアノ'ノミニウム製の二本の

移動幣坏とりつけられて居り､･此の帯の上に毬果をのせ、

--方赤外線夢みプ列から熱線を毬果にあてる濠にしてあ
る。此のラムプの高さや万向等ぱ容易に調節される。抽出

¥

』

された種子は帯の穴を通してポ戸ポロと落ちるから熱線の．日本にも斯んな大仕掛けな事が出來たら心配も立ち所に

影響は極めて少く發芽率を害する様な事はないb二つの籍立ち消えになるのだが。
の間に水があって、種子を全部はじき出してしまはない毬、ところで必しもさうした消防施設の完備ばかりでなく今
果は此の水の中にひたされる毬果は浸漬の後再び帯の上に新しく動いて居るTreeFsLrm運動やKeepGreen運動
上ぼられる。水漬の後照射すると鱗片の反りが非常に狼く淳は陰に陽に火災を未然に防いで居る。此の事ほ例へ磯械
反覆照射されると卿）の種子をはじき出す｡器械の全鐙の器具が完備しないでも誰にでも出来る事だから日本でも大

一（21）一一
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没的に此をやりだしたいものだ。樵夫の名に因んでamOnsfrreemXmと肴づけられ、州

さて此の樹場運動－私は幾場と云ふ言葉と照し合はせの知事も役人ﾑ之を認めるに至りかくてア参リカ最初の
て此のTreeFarmを斯ふ課した課だ－とは一腿どんなTreeIM1'mが出來たわほである。
もの℃あらう。"森林は自分自身を再生する偉大な自然のこうなると諸所方鳧から訪問観察者がやって來るっそし

資源である〃と云ふのが此の運動を紹介したCharlesA..てここで初めて樹木と云ふものは農業}こ於ける農産物.果
Ginet氏の言葉である。以下少し氏の云ふ事に耳を傾け樹圃に於ける果資と同脇の窪あるといふ印瑛を深めて蹄
る事にしよ5。へった。

、木材を生産する土地は更により多くの木材を産出する。‘此の運動は漸次拙がって今やAmeric&mTreeIMrmと云

此の過程は宇宙に〃時"があって以来繰り莚へされて來たふ標題のも.とに蓮勁が展開され､今ではAmeri(jan画｡】･“

ものである，ところが人間は除り此の偉大な生産力に協力P]･Oduct;In<luStri鴎によって指導されるに至り、1400の

しなかった。加入團瞭が600"naの樹場を持ち尚毎年8噸h瓜の割合

此の再元すると云ふ事鐵の賀現を目指してアメリカので増加しつつある。

TreeIRIrm組織を醸成するに至ったものである。では今間卿こなって居る樹場とはどんな風に定義さるぺ

WmShingtOn州の太平洋岸にGraySbarbouEと云ふと，倉か。、

ころがある。此の地域は有名なドグテス、フアーの中心地 樹場とは〃商業用目的のために森林收盤の塘火を企濁

戸
Ｐ

であるが､1940年頃JVeyerhi'el'ser材木曾社が伐採跡地にし､森林生産力の恒績のために施業巷ら
造林しようと云占計壷をたてた。面積4"ha，種滝な令階私有林を云ふ〃とした方がよいと氏は云
に亘る幼令林を含んで居た｡大部分は斯うした旺盛な後繼 此の外腱'!KeePAmericaGrcen''"I

れ、保護せられる
み

って居る。．
凸

W～昼つ翌踊子ゆ卜蓉琶/V蓮'百7こoノ､司j刀雪wJ,淵I~）レノこQ工錘ﾉ壬疹膣． 此の外膳$6KeePAmericaGrcen')運動と云ふのがあるo

林であったが､､一方熱$火災が頻發して、その焼け残りをこれは年を森林火災に由って失はれる損害を未然に防がう
盛に切った爲無残にも森林厚裸にされてしまったところがと云ふ運動で初めwaShingtonに出来たものが全米に識が
ある。ったものである。此の護線運動(KeepGreenmovement_

それで計謹とl菌ては森林火災豫防、植栽計霊、全面強にを勝手にこんな課をつけてみたがどんなものかしら）は大

亘る周到な施業計霊等を含んで居た｡火の見櫓も樹つ犬。衆を相手にした森林火災懲防の啓蒙運動で全米を對照とし

昔森林軌道であったところば'､ラック道路に改装された。此の子分とも云ふべきもの泳各地方に深く提を下して絶え
道路網が造られ電話とラヂオが随所に布薄れた｡自動車ざる運動をつづけて居る鐸である。
ポンプやその他の消防施設が設けられ､貯水池も新に作り此の謹緑蓮励が性絡に於いて樹場運動と似て居るためお

G270kmの道路140kmの電話線の布設14ケ所の見張り互に手をとり合って米國の森林の生成發展に大きな寄與を

塔も含んで居た。なして居る。

然し何と云っても火の始末に最大の力を注いだ事が成功此の結果今老は率な人でも森林火災を對岸の火災旗；‐
であった。此の地域に住む人達力錘早く此を事け入れて脇る様な不埒壷者はなくなったと云ふから我が風を蟹みて羨
力した事もあづかつて大きな力であった。い､次第であるo結局は國民の素磁、知性に基づくもので

住民には漁師も鰯tば､いちご摘みも居り職人も居た。雛うIか。‘
都禽からはピクニックにやって來る連中もある~と云ふ風でとも鐡も戦季中施業案も何もペチヤンコに踏みつけて、

此の地域に入り込むものはあらゆる階級に亘って居た。此やつと戦争が経ったと思った･ら末墾地買收で森林所有者の
等の連中は伐採跡地なんててんで問題にして居なかった。肝臓を窪からじめ鑑林賦全く麻郷状態に購った。水害があ

幼齢林を見ても全然無償値なも､のとしか考へなかった。材る度}こ少しの間紳經質に騒ぎ廻るがそれも束の間闇騨x

木は濁りでに生えるものとし人間が仕立てたものkSg"ndどんどん入り込んで伐れるだけ伐ると云った全くの無政府

growth)等とはユメ忍はなかった位である。状態、そこへもって來て火災の取締りも不徹底極まるもの

之等の人達に造林の問題は將來に於いて人間との雇傭關これではいくら森林が偉大な悪生力を持って居ても毒に永

係が出来、ひいては各人の繁榮ともなり叉保霊地ともなる久にその力を失ってLまうことであらう。

ものであることを継友説明するのが此の會献の大きなfI頚我盈の國にももつとKEcpGreen運動やllll･ceMl1Rm

であった。－運動が起きて例の植樹週間と手をつなぎあって行きたいも
●

斯し工beef"mなる言紫が取りあげられどうしてものである。

造林しなければならんと云ふ印象を強く人之に植えつけて徴局者の猛省を促す次第である｡．

しまった。かくて、此の地域は、此の地の開發者であったxx涛
、
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J'For"tnee*職平e篭這.”これは‐~‐

米國のある人へ逢った言葉である｡弓

一國の森林が危急に瀕して死ぬか生きるかと云ふ時は我

煮はあらゆる手費を講じなければならぬと思ふ。

私は私流に此の手段を色糞考へてみた。一つ、例の心臓，

で大國に訴へてみたらぱと云ふ案なのである。果して拙い

文があちらの人達の同箔を喚起するかどうか大いに疑問で

ある｡然し何でも醤って砕けろとあってrbreStneedSFive

睡一を書いたものだb若しよかったらあなたの國の籍誌へ

獺誠して呉れ．然らば余は如何に光榮に感ずる事であらう

よと書き添へたものである｡勿論見向きもして呉れないか

も知れないが､私は叉こりずに出す種りである。おそらく
英文を和諜をする人は多いだらうが．英澤してしかも君の

所の雑誌にのせて呉れと云ふ大馬鹿者はさうザラにはない

だらうと恩ふ少くとも林學曾では除り側のない事だ。

私は精ない程荒された山を見るに及んで、どうにも堪へ

られない気がする。貝榮も節操もなく私朧拙女を書いてし

まったのである。 〆

佼長さんも鴬い:て新潟の職薦に居る通鐸に見てもらった

さうだ。文ばどうかと思ふが意味は判ると云はれて來たさ

うだ。2月8日に詮つたからもうついて居る頃だ｡〃林檎

の氣持はまく判る〃であづたら敢て鵜誌にのらないでもよ

.j,､と思ふ。その言葉の一部に次の様な事を書いた。

WeJIWanesehaVeanoldproVerborigi"tedfrom

qli皿assaying,"Itthestateberuine(1,thenglturewin
､

beremainea.''ButtheSeco!ldWoredWarl'ilsbrought

u3antWPllase,thlltis,tJlelovely"tureisalsobeing

域med,

國破れて山河あり、を課したのだが．

したり語呂を合はせるのに氣がうばはれ

山河を恥|ltureと

て漢文口調の語勢

が抜けた様な氣がする。

cを三つ考へ出した。憲法のしっかりしたものがなけれ

ばと云ふ意味と、國民に良心がなければならない事ゞ文化

國家は須く達鐇制限をや良なければならない事等で
IthinkourCountrymustbeESlabliShedby3",that

is,ConStitutiomjCongcienceandControldfbirih.､

そして最織こもう一つつけ加べた事がある。之は少しし

つつこ過きfると思った添二日ぱう均老へてひねり出しテミ

關係でしまって麓くのは可愛想な獺がしたのと.、標題を之

にすると比較的人の注意を葱<と思って、付け加へたもの

である。～

rbr"taoeS,n･tgroWondJew"kGovernment.O"

Forestmustbereoonstructed"by5Fs:ybod,Force,

Fimd,nFeedomfromimxiEtynndFriWWhipofyour

Colmtl･y.

－〔23

珠に不安の除去は今後の日本の森林を左右する大きな鍵

であらうc五町歩制限案や未墾地買收案等を蓑だ腹の底に

持って居たり、殊に後者に對してはまだ決して萬全の策を

とって居ない當局の無爲無策辰りは森林の前途に闇い影を

與へて居る。不喪は退歩の笛一歩であり．其麗から生ずる

ものは軍に脆弱な積木に過ぎないであらう。

一國吻森林の不幸は世界の森林の不幸である。日本の森
林は日本のものでない.それは世界の森林の一部分であるo

森林は入間の作った鰯と民族とから超越して居るから毛あ

る。α4.2.15）

× ××

〈後記.．
f

以上まで書いて直ぐ出す筈であったところ忙しい篤に途
ひ失念して居たら、2月20日に外國郵便が舞ひこんで來
た･ハテ誰からであらうと封を切ったら､F.A.0.のS.Bd

ShoWF氏(ActingDirector.ForestryandForestprodUct3

DiviSion)からである。私が原稿を出してから僅に13日目

で流石に艇劃更て早いものだと思った動縣丙へ出しても一
ケ月もしなければ返事が來ないのもある。

ThRnkyonNrerymUChforyourletterof8Febr"ry

WjthwhiChyonSentyourintereStingpaperon(,JRpaneSe

ForeStneedS5FB''･………･……．,…｡．

Wa･areg!adwhavegthisinformatibn.smdshalll"P

itonfilefdrfuturerefepence云奮とある。

何月鏡に掲減するとは書いてないが〃林檎の氣詩〃だけ

は解ってもらへた様這一
日本には立娠な學者が居るのだ。日本の學術雑誌に出て

居るもので恥しくない努作が澤山ある。そんな立派なもの

を日本だけに止めて置くのは綱呂の中で屍を垂れて居る

溌な(之は少し酷評か談)ものである。ドイツへも英國へも

大いに心臓を弧くして意見を發表すべきだと思ふo若しさ

うした心臓の蕊持ち合はせな､､お方は族行の鳶に是非加茂

､へ鱈立ち寄り下翻されば懇心術の極意を無料で御傳授いたし
ませうo(3月6日〕

‐
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改正木材規格規程露悪蕊
B6版160-200頁．定側塗料共170im(概算）

〔丙餐〕木材規格規程．建具規格規程

〈附）指定農林物資検査法．施行令．

施行細則．解説

發行所一中央木材蓮絡事務所
（東京都千代田麗憩住町一'）
一○

申込は本會へ砒倒法人日本林業技術協會
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賛助員紹介
’

一一ー一一一再一＝~－－－画

訂正、前號擢載り賛助員報告記事中に誤りがあったのでお詫び労糞次の通b訂正します。。

｜=霞繍叢糠式曹蔵 ｜桑名市浦氷町三七四 ｜(名古屋市と記したの臓誤）
前賎報告後､次の通り申迅があった。その協賛を謝し廣<會員に詔介する（略敬穂）

‐－－－_==-.-.----.-._－．－－－－-一一二一‐‐=_、￥‐_‐‐

賛 助負 駁’|ロ名一｜住所又ほ所在地 坂ノ扱支部

九州，支部

同

伺

東北支都

本 部

東北支部

旭川支部

札幌支部

九州支部

東北支部

札幌支部

山川仙吉

&総プ蒲瀞職厭肥工場
岩崎産業株式會献岩崎與八郎

若山清之助

株式曾賦富眞測量所

平野善次郎

村山貞次郎

東札幌木材工業株式會m!:就長竹中三郎
日本障磯製造株式曾就
鹿兒島支店長清水七郎
油川健作

瀧繍瀞叫山本茂郎

宮崎市高千穂蓮一丁目

一宮崎縣南那賀郡吾田町戸高

鹿兒島市山下町171、

青森縣下北郡佐ｿ鯛

・東京都中央瞳木鋤W2丁目4番地

青森縣三戸郡白村大字大白

北海道上川郡下川村一ﾉ橋

北海道札幌郡白石村大字上白石

鹿兒島7噸麗町753琴也

青森縣南津輕郡大鰐町

1苫小牧瀝予町調番躯
I’1名
T、71名

4

ヤ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
－
坪
一
伽

北

川

幌

州

北

幌

咽

1

1

Ｉ
Ｉ
ｌ
－
ｌ
１
ｉ
－

８
１
０
■
■
ｈ
１
０
０
日
８
０
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ

ｉ号
垂
蓉
、

－

計累

画

の結果を一臆別紙の通り報告しますから御諒承あり度
い◎

會務報
壁
ロ

事務所移稗通知
一
一 一一一
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一

○第＆回総務理事會6月6日後1.30-5.00於日科披連
出席者松川理事長、松原、中川、小倉各理事
1.昭和23年度收支決算の報告
2．日科技連代議員選任の件
3．林業團籠懇談會開催の件

・4表彰に關する件
等を協議決定した。

○日科技連代識員選學
木曾から日本科學技術連盟に参劃ずぺき代議員5名の、
選出方を同連盟から要請され、その方法について第8
回常務理事會に於て協議したが理事中から文書投票に
依って互選することに決定し過日資施した結果次の5
名が當選したので連盟に通報した。

樫原茂、中川久美雄、小倉武雄,植杉哲夫､荻原貞
夫

○曾務監査
6月16日本會事務所に於て昭和23年度業溌報告．
收支決算、その他の會務に關し渡遜、砿島雨監事の監
査を受けた。

○昭和23年度事業報告について
崩和23年度事業並に會計決算書は總會に於て報告し承
認を經べきであったが未だその機會を得ないので監査

本曾事務所は八月二日下記に移韓しました、御通知します

東京都千代田随永田町二ノー（治山治永會館丙〉

曜鑿瀦珊螺）
－－－

b林業技術第6躯
“林こだま改題邇雀第99銃）

昭和24年7月15日印刷償30圓
昭和24年7月20日發行〒6圓

編輯乗發行人松原茂

印刷人水野義男

東京都江東厘新大橘1ノ1
印刷所三立印刷株式會斌

1

1

１
１

東京都千代田瞳永田町2ノ1瑠

發行所 畷日本林業技術協
電話銀座（57）2564
拡巷口座東京60~448
旧版協會友員B2140･12
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經購に加え、不籔の技術研究の結晶たる菊川式バン

ドソーは常に斯界の代表的優秀機として多年全罰各

地で御愛用を蒙っている事ば既に周知の事實であり

ます。
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製造種巨
|72''-60"-48''-431'自動邊材車f滞銅濫・43''及36''

｜ﾃーﾙ式帯鋸瀞手押迭材車付帯鋸盤,帯鋸目立
I盤外各種目立機具・自動両端耳摺丸鋸盤・其他各種

I製材識械.最新型各種木工機械｡製樽磯械

|〃(榊越螺""'剛二一鯛
・合后会祇

騨電鷆蛾黒F魔
電話山田710.1622大湊20
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３ 菊川60吋帯錬瀧本護部K60型

鋸車偲60〃挽材能力48〃座丸太迄
巳

IHP砥動機直結鋸車及セリ腕自動昇降式
I

I

－
１

ロ

丸越式
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－豫約募集二二

今赫業界に未だ一つも無くて不便だったがこんど本

會が多大の聯挫を挑って作ることにした。

●内容は從來のポケット日記の外筵附曝として各種

の林業統計，遥休メモ，官廃，地方臓幾職林業

團鵠，本邦氣象摘記，その他多數の岡表。

翁慣絡85剛（豫約者に限り75園）の豫定

逢料3冊迄10圓

令溌約の要領

、住所明記，希望部敷を取り童とめてハガキで申込下
さいo

C申込金は不要

＠八月下旬頃で選約を締切る選定です。．

、十一月末日にほ完成の議定。

’＠選約者にはその頃にもう一度連絡し蓑すから代金を

その際挑込んで頂きます。

」＠燕約幽に依って印刷部数を渋めますから溌約以外の

販賢は極く少量の識定です。

|◆申込先職團法人日本林業技術協會，

一一

木片 削切機
一
－－‐＝一一‐一

瓦斯用木片の製造

薪自働車の能率改善

松根油原木の削切

樟脳原木創切

其他木材剴切鐸木一切

カタログ及誘魂書“券30圓〕

I

用途

亘
巳
国
心
室
■
□

C性能試験報皆木誌17頁参照〕

チツバー協會

東京都港匿青山北町六丁目四三

電話赤坂“8）1617番
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